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応募資格　どなたでも（応募数はひとり１作品まで）　※応募作品は自作の未発表作品に限ります。

応募方法　●郵送の場合
 次ページの応募はがきを切り取り、厚紙などに密着し、裏面に以下の①から⑦の事項を記

入し、ポストへ投函してください。　※官製はがきも使用可。
 ●インターネットの場合
 パソコン、スマートフォン、携帯電話を利用して、次のアドレス、または右の
 二次元コードから応募できます。
 アドレス：http://www.city.ueda.nagano.jp/koryubunka/aisyou.php

記入事項　①施設の愛称（ふりがな）、②愛称の意味・考えた理由、③住所、
 ④氏名（ふりがな）、⑤年齢、⑥性別、⑦電話番号

応募期限　12月20日㈮（必着）

選考基準　基本理念に沿い、気軽で愛着が持てる愛称とします。
 ※交流・文化施設愛称選考委員会で審査し、結果は市ホ－ムページなどで公表します（２月 
 　を予定）。

賞品など　最優秀賞１点／賞金５万円＋開館記念事業ペア招待券（公演名は未定）
 優 秀 賞３点／賞金１万円＋開館記念事業招待券（公演名は未定）
 ※受賞者が未成年の場合、賞金に替えて図書カードを贈呈します。

その他 　応募作品に関する権利は上田市に帰属し、作品は補作する場合があります。
 個人情報は適正に管理し本業務のみで使用します。

応募
方法

文化
を育てる ひと

を育てる

まち
を育てる

基本理念は「育成」です

スマートフォン、
携帯電話

二次元コード

平成26年10月、上田駅近く千曲川のほとりに「文化の薫る新たなまちづくり」の拠点施設が誕生します。
交流文化芸術センターと市立美術館は、ともに「育成」の視点を大切にする施設であり、
次代を担う子どもたちの感性や創造力を磨くとともに、市の文化を育むため、

魅力のある公演や参加体験型講座を実施していきます。
大勢の皆さんにいつまでも愛され、気軽に親しんでもらえるよう、施設全体の愛称を募集します。

シリーズ
交流・文化施設

Vol.13

応募先 〒386-8601（住所不要）　上田市交流文化芸術センター愛称募集係
詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　  交流文化芸術センター　TEL23・5219
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全国的にも珍しい施設。ゆとりある空間で自由に創作が可能。
床暖房なども完備。

子どもアトリエ子どもアトリエ

国宝や重要文化財の展示が可能。常設展示室では、郷土作家の
顕彰展示などを実施。

企画展示室企画展示室

市立美術館

フルオーケストラなどの大規模公演のほか、大勢の子どもや市
民が一堂に会しての発表などが可能。

大ホール

小規模コンサートや演劇のほか、各種発表会などに使用。他に、
大スタジオ、多目的ホール、練習スタジオなども併設。

小ホール小ホール

交流文化芸術センター

■施設概要
　敷地面積　45,469㎡
　延床面積　17,620㎡
　建築面積　12,309㎡
　構　　造　鉄骨造、鉄筋鉄骨コンクリート造、
　　　　　　鉄筋コンクリート造
　駐 車 場　390台

■施設構成
　・交流文化芸術センター
　　大ホール（固定席1,530席）
　　小ホール（固定席320席）
　　スタジオ（大中小）
　　その他（多目的ルーム、会議室、和室など）

　・市立美術館
　　常設展示室　
　　企画展示室
　　子どもアトリエ
　　市民アトリエ・ギャラリー
　　その他（収蔵庫、売店など）

　・緑地広場
　　交流芝生広場、親水施設、桜並木遊歩道など

応募にあたっては、応募用はがき（切手不要）を利用いただけます。
～応募用はがきの作成方法～
①左の用紙を切り取る。
②はがき大の厚紙などに密着して貼り付ける。
③貼り付けた厚紙などの裏面に応募内容（愛称、住所、氏名など）
　を記入しポストへ。



●朝から元気な小学生
　「早寝、早起き」の生活は「午前６時30分より前」に起床する児童が66％で全
国平均より24.5ポイント高くなっています。「早寝、早起き、朝ご飯」活動の成
果といえます。早起きして元気に活動を始める小学生です。「朝の時間」には
身
からだ

体を動かす、手伝いをする、学習をするなどさらに充実させていきたいと考
えています。

　教育委員会では、これらの調査結果を有効に活用し、今後も児童生徒の学力向上に結び付く施策を立案・実践して
いきます。また、各学校ではそれぞれの分析結果を今後の指導改善に活

い
かすことで、確かな学力の定着とそれを活用

する力の育成に努めていきます。
　今回の調査結果の詳細は、市ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

●
小
学
６
年
生

　今年４月に、平成21年度以来となる、市内25校の小学６年生と11校の中学３年生が参加した全校対象の調査として、
国語、算数・数学の「教科に関する調査（知識・活用）」と、「生活習慣や学習習慣に関する調査」が実施され、このほど、
調査結果が公表されましたので、その概要をお知らせします。なお、この調査結果は、児童生徒が身に付ける学力の
一部であることをご承知ください。

◆国語：平均以上を保持
　知識分野は、全国・県の平均正答率を上回り、活用分野は全国・
県とほぼ同じでした。この傾向は、前回の平成21年度調査結果と
も同じため、国語は平均以上の学力を保っているといえます。
　改善が必要な点は「長文を読んで、要点をとらえて書く」、「自分
の考えを分かりやすく書く」といった表現力の向上と、「漢字の読み
書き」のさらなる定着です。特に、５～６年生で習う漢字の習熟が
課題です。
　一方、国語学習に対する「関心・意欲・態度」は、全国平均を上回っ
ています。日常生活の中で「読む・書く・話をする」場を設けること
によって、さらに国語の力を高めることができると思われます。

◆算数：計算問題に課題
　知識分野の平均正答率は全国・県と同程度で、学習内容の定着が
図られています。「知識理解」を問う問題への正答率が高い一方、分
数や繰り下がりのある計算など「数と計算」領域の正答率がやや低い
傾向が見られました。
　活用分野の正答率は、例年と同じ傾向と見ることができます。「判
断や表現」を見る問題では表現力に向上が見られるものの、選択解
答に課題が見られました。今後、家庭学習の習慣化を図り、学校の
授業では振り返りやドリルの積み重ね、算数的活動を通した知識理
解を深める必要があると思われます。

教科に関する調査

生活習慣・学習習慣に関する調査

　  学校教育課　TEL23・5101

●定着してきた家庭での学習
　平日の家庭学習の時間は、以前と比べて「１時間より少ない」割合が32.2％に
減少し、「１時間以上」の合計は67.8％となり、全国平均を4.6ポイント上回っ
ています。「家庭学習の手引き」などによる改善への取組の成果といえます。身
に付いてきている習慣をさらに充実させていきたいと考えています。
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平成25年度全国学力・学習状況調査

市内児童生徒の調査結果の公表
教科に関する調査

生活習慣・学習習慣に関する調査

●
中
学
３
年
生

調査から見えた上田市の傾向と今後の方向性
　「教科に関する調査」結果は、長野県平均とほぼ同様の傾向が出ています。小学校は全て全国平均を上回っており、
各校での努力の成果が表れているといえますが、中学校では伸び悩みが感じられます。また、「生活習慣や学習習慣
に関する調査」結果では、テレビやゲームに費やす時間が増え、全国並みに近づくなどの変化もありますが、比較的
健全な結果が出ています。今後も、よりよい生活ができるよう、家庭・地域・学校の連携を深めていきたいと考えます。

●家族との生活を大事にする中学生
　「家の人と平日に夕食を一緒に食べている」生徒は、全国より10ポイント近
く上回り、「家の人と学校での出来事について話をする」生徒も全国平均をやや
上回っています。中学生は多感な時期です。このような時には家族の支えが大
切です。夕食を一緒にとり、家族と話しをすることにより、喜びや苦しみを共
有することができ、生徒の学校生活への意欲も高めることができます。

●余裕のある生活で家庭学習時間を増やそう
　平日の２時間以上の家庭学習時間は、全国平均に比べ低いものの、休日の４
時間以上の学習時間は全国平均を上回っていることから、平日の学習時間の不
足を休日に補っている様子が見て取れます。平日の生活では、「睡眠時間が６
時間より少ない」割合が全国平均より高くなる中、３時間以上テレビゲームを
する生徒が10％以上であることから、今後、家庭生活や部活動などの時間設
定の見直しにより、余裕ある生活の中で学習時間を生み出していくことが求め
られます。

◆国語：表現力・意識の低下に課題
　知識分野は、全国・県の平均正答率とほぼ同じで、活用分野は，
全国・県を下回りました。平成21年度は、全国・県とほぼ同じ正
答率でしたので、国語の学力はやや低下しているといえます。
　領域別では、「漢字の読み書き」で、家庭学習や学校でのドリル学
習の成果が表れていますが、書く領域、特に、「自分の感想や考え
を書く」ことに課題があります。
　また、「国語の学習は大切か」、「国語で学習したことは、将来役
に立つか」の意識も低い傾向にあります。「文章を読んで考え、感想
を書く」ことは、全ての学習の基本です。各家庭で、子どもの教科
書を開いて読み、一緒に感想を述べ合ってみてはどうでしょうか。

◆数学：問題解決に対する意欲が低下
　平均正答率が知識・理解分野ともに全国・県よりやや低いものの、
例年と同じ傾向となっています。碁石など具体的な事象から数量関
係を捉える問題では成果が見られましたが、「数と式」の基本的な計
算や「関数」、「資料の活用」など、見方・考え方を問う問題で課題が
見られ、また、記述問題に対して無解答が多いことなどから、問題
解決に対する意欲の低下が心配されます。今後、家庭学習の習慣化・
充実を図り、授業では、数学的活動や言語活動を軸に、生徒が主体
的に取り組める問題解決学習を行い、基本的な内容の定着を図ると
ともに、見方・考え方や表現力を高めていく必要があると考えています。
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●
軽
自
動
車
税
の

　

減
免
制
度
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
の
所
有
者
が
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
を
お
持
ち
の
場
合
、
障
害
等
級
な
ど
の
基
準

に
よ
る
軽
自
動
車
税
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
減
免
に
な
る
の
は
、
普
通
車（
自

動
車
税
：
県
税
）も
含
め
一
人
１
台
で
す
。
手

続
き
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
ご
存
知
で
し
た
か
…
上
田
市

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
原
動
機
付
自
転
車

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
秘
密

　
〝
日ひ
の
も
と
い
ち

本
一
の
兵つ

わ
も
の

〞と
し
て
、
そ
の
名
を
全
国

に
轟と
ど
ろ

か
せ
た
真
田
幸
村
公
の
ふ
る
さ
と
上
田
。

上
田
城
の
櫓や
ぐ
ら

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
形
状
に
、
真

田
氏
の
旗
印
の
六
文
銭
を
配
し
た
独
創
的
な
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
長
野
県
下
で
は
第
１

号
、
全
国
で
も
第
２
号
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ

ン
バ
ー
界
の
雄
な
の
で
す
。

　

原
付
ラ
イ
ダ
ー
の
一
人
ひ
と
り
が
真
田
の
勇

士
と
な
っ
て
、〝
ふ
る
さ
と
上
田
〞を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
っ
て
夢
が
あ
り
ま
す
よ
ね
！

　

手
軽
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
原
付
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
交
換
す
る
だ
け

で
、
魅
力
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

ナ
ン
バ
ー
の
交
換
に
は
、
旧
ナ
ン
バ
ー
、
印

鑑
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
を
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
の
上
、
市
役
所
税
務
課
、
ま
た
は

各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
交
換
は
無
料
で
す
。

●
公
的
年
金
の
特
別
徴
収
制
度
に

　

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

65
歳
に
な
る
と
、
公
的
年
金
か
ら
個
人
住
民

税（
市
県
民
税
）が
天
引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
納
付
方
法
を
変
更
す
る
制
度
で
す
の

で
、
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

現
在
天
引
き
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
も
う

一
度
こ
の
制
度
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
天
引
き
の
対
象
と
な
る
年
金

　
　

老
齢
基
礎
年
金
、
ま
た
は
昭
和
60
年
以
前

の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど

で
す
。
な
お
、
障
害
者
年
金
、
お
よ
び
遺
族

年
金
な
ど
の
非
課
税
年
金
は
対
象
外
で
す
。

・
天
引
き
さ
れ
る
住
民
税
額

　
　

前
年
中
の
年
金
の
所
得
金
額
か
ら
算
出
し

た
個
人
住
民
税
額
で
す
。

・
天
引
き
が
中
止
と
な
る
場
合

　
　

天
引
き
開
始
後
に
市
外
へ
の
転
出
、
税
額

の
変
更
、
年
金
の
支
給
停
止
、
死
亡
さ
れ
た

場
合
な
ど
は
中
止
に
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

残
り
の
税
額
は
普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
）に
よ
り
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
天
引
き
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

　
　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て

い
な
い
方
や
、
天
引
き
さ
れ
る
個
人
住
民
税

額
が
年
金
額
を
超
え
て
い
る
方
で
す
。

11
月
11
日
〜
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
公
共
施
設
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
、
社
会
保
障
の
充
実
な

ど
の
市
民
生
活
に
密
着
し
た
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
税
」
は
、
こ
う
し
た
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
財
源
で
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　  税務課
　　　　諸 税 係　TEL23・5169
　　　　市民税係　TEL23・5115
　　　　家 屋 係　TEL23・8240
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●償却資産をご存知ですか？
　償却資産とは、事業用の構築物、機械、備品・器具な
どの有形固定資産のことで、土地・家屋と同じように固
定資産税の課税対象となります。法人に限らず個人経営、
例えばアパートや駐車場、飲食業なども含まれますので
ご注意ください。
具体例 　構築物／駐車場の舗装、敷地境界にあるフェ

ンス、広告塔など
　　　　　機械および装置／（飲食業を例にとれば）フラ

イヤー、除害設備、冷蔵庫など
　　　　　車両および運搬具／フォークリフト、トラク

ターなど（自動車税および軽自動車税の
対象となるものは除く）

　　　　　備品・工具および器具／机、ロッカー、レジ
スター、パソコン、プリンターなど

Q1 　償却資産の申告に期限はありますか？
A1 　地方税法により毎年１月31日までとなっていま

す。法人の決算期や所得税の申告時期とは異なり
ますので、注意が必要です。

Q2 　申告期限を過ぎたらどうなりますか？
A2 　申告に基づく納税通知が第１期の納期（４月末）に

間に合わない場合、金額によっては延滞金が発生
する場合があります。

Q3 　免税点はありますか？
A3 　事業用の有形固定資産を有する法人・個人は全て

申告義務があります。ただし、減価償却後の残存
価格により算出される課税標準額が150万円未満
の場合は課税されません。

●“知っておきたい”課税の基準日と留意事項
税　目 基準日 留　　　意　　　事　　　項

個人市民税

１月１日

●基準日現在の住民登録地で課税されます。納税通知書は６月にお送りします。
○「現在は上田市に居住していないのに、どうして上田市で課税されるのか」との問い合わせをいた
だくことがあります。
　これは、個人市民税は、基準日現在の住民登録地で課税されるからです。１月２日以降に転出し
た場合、所得証明書・税額証明書は基準日現在の住民登録地の市町村へ請求することになります。

固定資産税
都市計画税

●毎年基準日現在に土地、家屋、償却資産を所有している方に納税義務が生じます。納税通知書は
４月にお送りします。
○「年の途中で売却した資産に係る税は誰が支払うのか」との問い合わせをいただきますが、税法上
の納税義務者は基準日現在の登記簿などに登載されている方ですので、１月２日以降に所有権が
移転した場合でも納税義務者は変わらないことになります。年の途中で売買する場合などは、あ
らかじめ当事者間でよく話し合っておく必要があります。

軽自動車税 ４月１日

●基準日現在に登録のある車両が課税対象となります。納税通知書は５月にお送りします。
○「４月に売却し今は所有していないのに、どうして課税されるのか」、あるいは「売却した翌月以
降の税金は戻るか」といった問い合せをいただくことがあります。
　軽自動車税の納税義務は基準日現在で生じていること、また、自動車税（県税）と異なり月割制度
がないため、納税義務者に年税額を収めていただきます。

●税務関係証明書などの請求時の本人確認
　今年４月１日から、不正な交付申請による証明書など
の取得を防止するため、所得・資産・納税などの証明書
を請求する際には、次の方法で本人確認を行っています。
　ご理解とご協力をお願いします。

○本人確認として提示いただくもの
〈１点でよいもの〉　免許証、パスポート、住民基本台帳
カード、在留カード、特別永住者証明書などの官公庁が
発行した写真付きの証明書
〈２点必要となるもの〉　健康保険証、年金手帳、年金証
書、介護保険証、写真の無い住民基本台帳カード、社員
証、学生証など

●税証明書の交付場所
本庁舎（税務課・収納管理課）・各地域自治センター

証明書の種類 交　付　時　間　帯 交付できない日
所得証明書・課税証明書
資産証明書・公課証明書
評価証明書・納税証明書

午前８時30分～午後５時15分 土日祝日、12月29日～１月３日

所得証明書・課税証明書・納税証明書は次の場所でも交付しています。
場　　　　　所 交　付　時　間　帯 交付できない日

上田情報ライブラリー 平日／午前10時～午後７時
土日祝日／午前10時～午後６時

火曜日、祝日の翌日、
12月28日～１月４日、館内整理日（不定期）

ひとまちげんき・健康プラザうえだ 午前８時30分～午後５時15分
土日祝日、12月29日～１月３日

塩川、西内、菅平郵便局（本人申請のみ）午前９時～午後５時
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生涯学習シンポジウム2013
～上田の戦争遺跡が語る未来へのメッセージ～

　第二次世界大戦中、県下最多の３回もの空襲を受けた上田市には、戦争を今に伝える遺跡がいくつも残されています。
　72年前太平洋戦争に突入した日でもある12月８日、これまで行ってきた調査の報告や、これからの展望を考える「生
涯学習シンポジウム2013～上田の戦争遺跡が語る未来へのメッセージ～」を開催します。
　戦争体験者が高齢化し、戦争の記憶が風化していく中で、今回は、市内の第二次世界大戦中の戦争遺跡を紹介します。

「上田の戦争遺跡が語る未来へのメッセージ」
日　時 　12月８日㈰午後１時30分～４時30分　　 場　所 　マルチメディア情報センター　　 定　員 　200名（申込不要）
◇第１部　基調報告・ビデオ上映
内　容 　市内の戦争遺跡、証言、映像など
◇第２部　基調講演
演　題 　「戦争遺跡が語ること」　　 講　師 　菊

きく

池
ち

実
みのる

氏（群馬県埋蔵文化財調査事業団上席専門員）
◇第３部　パネルディスカッション＆会場トークセッション
内　容 　「過去からのメッセージ＆未来へつなぐ大切なこと」
パネリスト　菊池実氏、新

にい

津
つ

新
あら

生
お

氏（上田小県近現代史研究会事務局）、村
むら

山
やま

隆
たかし

氏（ヤマンバの会事務局長）
 村

むら

上
かみ

達
たつ

子
こ

氏（元上田市誌執筆委員）、上田東高等学校生徒、上田千曲高等学校生徒、丸子修学館高等学校生徒
その他 　当日は、上田電鉄別所線大学前駅から、午後１時に送迎バスが出ますのご利用ください（無料）。

◇「戦争遺跡」現地研修（上田市内）
日　時 　①11月19日㈫午前８時30分～正午　　②12月１日㈰午前８時30分～正午　※①②とも同じルートです。
内　容 　仁古田飛行機製造地下工場跡、上田飛行場跡、戦争を伝える松、などの「戦争遺跡」を巡ります。
◇「戦争遺跡」現地研修（松本市内）
日　時 　③11月26日㈫正午～午後５時　　 内　容 　松本市の地下工場跡などの「戦争遺跡」を巡ります。
◇共通事項
参加条件 　現地研修参加は、シンポジウム参加が条件です。　 定　員 　いずれも先着30名　
集合場所 　教育委員会第２庁舎　　 集合時間 　①②午前８時15分、③午前11時45分
持ち物 　運動靴で歩ける支度、帽子、上着、水分補給用飲料
申し込み 　11月８日㈮以降、希望日時、住所、氏名、連絡先を、電話、FAX、メール、または直接下記へ。

現地研修

「未来へのメッセージ」を募集します
　シンポジウムのテーマ「上田の戦争遺跡が語る未来へのメッセージ」から連想される言葉やメッセージ（21文字以内）を募集
します。シンポジウムの資料に掲載するとともに、市ホームページで公開します。なお、氏名の公表を希望されない方は、「上
田市、女性、20代」などと表示します。
応募方法 　11月29日㈮までに、氏名、年代、性別、住所を明記の上、FAX、メール、または郵送で下記へ。

募集

生涯学習シンポジウム

出前講座を利用ください
　戦争遺跡について学びたい団体、学校などへの出前授業、および現地見学などを行います。詳しくは、下記へ。

出前講座

　  生涯学習課　〒386-0025　天神2-4-55　TEL23・6370　FAX23・6368　メールshogaku@city.ueda.nagano.jp

「戦争」図書の貸し出し
　戦争にまつわる本の図書ブースを設置し、貸し出します。
期　間 　11月15日㈮～12月15日㈰　　 場　所 　上田図書館、上田情報ライブラリー、丸子図書館、真田図書館

図書貸出
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長野自動車道

しなの鉄道

長野新幹線

●上田東高等学校の戦災記念のケヤキ
　昭和19年12月９日夜、アメリカ軍
のB29爆撃機の焼

しょう

夷
い

弾
だん

による空襲を受
け、小県蚕業学校（現上田東高等学校）
が炎上した際に被災したもので、幹の
中央部分がコルク化し、黒ずんでいま
す。

校門脇に残されているケヤキ

●仁古田飛行機製造地下工場跡
　地震と空襲で大きな被害を受けた名古屋の
航空機工場を移転するため、昭和20年６月
から秘

ひ

密
みつ

裏
り

に建設が進められました。仁古田
地域には、20数本の壕

ごう

が50～100ｍ掘られま
したが、工事途中で終戦となり、現在、壕の
ほとんどは潰れています。また、その近くに
は、地下工場に空気を送るためのコンプレッ
サー台の跡も残されています。

地下壕内の様子（壕の中には入れま
せん）

●上田飛行場跡
　市は、千曲川の水害により被害を受けた中之
条地籍の荒れ地の復旧を、国の融資を得て目指
しましたが、耕地としての再生は不適当として
断念し、昭和６年に「市営上田飛行場」として開
場しました。市営の飛行場としては、全国で２
番目に作られたものでしたが、昭和８年、陸軍
省に献納され、軍用機の飛行訓練場となりまし
た。昭和20年８月13日には、市で２度目とな
る空襲を受けました。
　飛行場は、随時拡張され、最終的には総面積
は、17万坪となりました。飛行場拡張により、
現在の南小学校前の道路が軍用道路として、新
たに作られました。

現在の上田千曲高等学校敷地は飛行
場のほんの一部で、西は下之条保育
園付近、北は堤防沿いにまで及びま
した。

「上田飛行場跡の碑」元飛行場関係
者、地元住民により昭和60年に建立

軍用道路の現在の様子
（上田原側から見た南小学校方面）

●奉
ほう
安
あん
殿
でん

　本原国民学校で「奉安殿」（天皇・
皇后の写真や教育勅語を納めた施
設）として使用されていた建物が、
真田町本原の廣

こう

山
ざん

寺
じ

の一角に残さ
れています。現在も、本原地区の
戦没者の英

えい

霊
れい

殿
でん

として使用されて
います。

奉安殿(英霊殿)

上田市の戦争遺跡の状況

●戦争を伝える松
　日本は戦闘機などの燃料（ガ
ソリン）が不足していたため、
軍部は、松

まつ

脂
やに

から航空機用燃料
を作ろうと松脂を採ることを全
国民に奨励しました。幹に矢

や

羽
はね

根のような傷をつけて松脂を
採った木が、下之郷の東山や西
内小学校の裏山などに残されて
います。

幹に傷をつけて松脂を採った松今年西内小学校校庭に設置した説明
看板のお披露目
※下之郷の東山にも昨年説明看板を設置

本原

中之条

仁古田

下之郷

西内
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上
田
市
都
市
景
観
賞
は
、
優
れ
た
景
観
の
形
成
に
寄
与
す
る
建
築
物
、
工
作
物
、
広
告
物
な
ど
や
、
地
域
の
優
れ
た
景
観
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
10
日
に
行
わ
れ
た
上
田
市
景
観
審
議
会
で
、
応
募
件
数
11
件
の
中
か
ら
、
次
の
３
件
が
都
市
景
観
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
17
日
㈰
に
丸
子
文
化
会
館
で
行
わ
れ
る「
景
観
づ
く
り
講
演
会
」に
お
い
て
、受
賞
者
お
よ
び
受
賞
団
体
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
度

上
田
市
都
市
景
観
賞
が
決
定
し
ま
し
た

●武田邸
　（十人／建築物）
施主／武田哲
主な設計者／㈱エービーシー一級建築士事務所
主な施工者／㈱林工務店

　

伝
統
的
な
造
り
の
建
物
が
多
く
残
る
塩
田
平
で
、
築
１
０
４

年
の
古
民
家
を
再
生
し
ま
し
た
。
蚕
室
造
り
を
生
か
し
、
漆し
っ

喰く
い

壁
や
杉
腰こ
し

板い
た

張
り
な
ど
の
伝
統
的
な
意
匠
で
外
観
を
仕
上
げ
て

い
ま
す
。
長
年
手
入
れ
し
て
き
た
庭
木
や
土ど

塀べ
い

と
と
も
に
、
周

囲
の
家
並
み
と
見
事
に
調
和
が
と
れ
て
い
ま
す
。

●積和不動産中部㈱アパート新築工事
　（上田原／建築物・外構）
施主／積和不動産中部㈱
主な設計者・施工者／積水ハウス㈱長野支店

　
「
経
年
美
化
」を
テ
ー
マ
に
、
敷
地
内
に
植
栽
が
計
画
的
に
配

置
さ
れ
、
年
を
経
る
ご
と
に
緑
が
成
長
し
美
し
く
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
な
み
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
建
物
も
控
え

め
な
色
調
で
周
囲
の
景
観
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
建
物
と
外
構

の
配
置
が
ゆ
と
り
や
開
放
感
を
生
み
出
し
、
集
合
住
宅
建
築
の

良
い
見
本
と
な
る
物
件
と
い
え
ま
す
。

●NPO法人フォレスト工房もくり
　（真田町傍陽／活動団体）
施主／NPO法人フォレスト工房もくり
主な設計者・施工者／フォレストライフ協同組合

　

信
州
カ
ラ
マ
ツ
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
活
動
を
し
て
お

り
、
県
の
支
援
金
を
活
用
し
て
平
成
21
年
に
始
め
た
、
カ
ラ
マ

ツ
材
で
作
っ
た
ベ
ン
チ
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
格
子
塀
な
ど
の
景
観

木
工
品
を
市
内
各
所
に
設
置
す
る
活
動
が
表
彰
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
街
な
か
に
木
の
温ぬ
く

も
り
が
感
じ
ら
れ
る
憩
い
の
ス
ペ
ー

ス
が
生
ま
れ
、
人
に
優
し
い
空
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　  都市計画課　TEL23・5127
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第７回上田市花と緑のまちづくりコンクール
審査結果発表

　第７回となる今年は、それぞれの部門からあわせて41件の応募がありました。８月29日に一次（書類）審査を、
９月13日に二次（現地）審査を行い、個人を含む13件を選定しました。

受賞者名（※敬称略）

◇団体（50㎡未満・プランター）の部

優 秀 賞　和子自治会ふれあいの会
奨 励 賞　上平南自治会
奨 励 賞　大畑自治会花作り委員会

◇団体（50㎡以上）の部

最優秀賞　腰越花花・桃の会
優 秀 賞　東組自治会
奨 励 賞　尾野山長寿会
奨 励 賞　別所温泉大湯会

◇個人の部

最優秀賞　中
なか

島
じま

　明
あきら

宅
優 秀 賞　黒

くろ

澤
さわ

　朝
あさ

男
お

宅
奨 励 賞　押

おし

森
もり

　みどり宅

◇学校の部

優 秀 賞　塩田中学校
優 秀 賞　塩川小学校
奨 励 賞　長小学校

　上田市は、豊かな自然環境や、歴史的・文化的な建造物をはじめ、市街地の街並み、田園
や農山村のたたずまい、美しい眺望など、多様な景観に恵まれています。
　写真家として、地元石川県をはじめ全国各地、世界各国を写真におさめてきた講師の目に、
私たちのまちはどう映るのでしょうか。これまでの豊富な経験も踏まえてお話していただき
ます。あわせて、上田市都市景観賞表彰式・上田市花と緑のまちづくりコンクール表彰式を
行います。
日　時 　11月17日㈰午後１時30分～／表彰式、２時30分～／講演会
場　所 　丸子文化会館
演　題 　「撮られるから撮るへ　～私のポジティブ人生～」
講　師 　織

おり

作
さく

峰
みね

子
こ

氏（写真家、大阪芸術大学教授）
入場料 　無料
　  都市計画課　TEL23・5127

上田市景観づくり講演会を開催します

　  公園緑地課　TEL23・5134

団体（50㎡未満・プランター）の部
最優秀賞　腰越花花・桃の会

個人の部　最優秀賞　中島　明宅
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I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　市立美術館オープンプレイベントとして４回シリーズの木彫り（農民美術）体験教室を開催します。今回は最終回です。
週末のひととき、親子で一緒に作品作りに取り組んでみませんか？
日　時 　11月30日㈯午後１時～４時30分
場　所 　交流文化芸術センター・市立美術館建設地「ミニ・ミュージアム」
内　容 　「クリスマスツリーの壁飾り」の制作体験。上田の伝統工芸である木彫り（農民美術）の先生を講師に迎え、自

分だけのオリジナル作品を作ります。できあ
がった作品はそのまま自宅に持ち帰りできま
す。

講　師 　鈴
すず

木
き

良
よし

知
とも

氏（長野県農民美術連合会会員）
対　象 　小学３年生から中学生までのお子さん（お孫

さん）と保護者
　　　　　（※お子さんが２人以上や、お子さんのお友

だちが一緒でも参加可）
定　員 　先着16名
参加費 　無料
持ち物 　彫刻刀（学校で使用しているものなど）
申し込み 　11月18日㈪～25日㈪に、電話で下記へ。
　  交流文化芸術センター（市立美術館）
　　TEL22・4100（内線1622）

市立美術館オープンプレイベント
親子で木彫り体験（第４回）～上田の農民美術～

お知らせ

　11月９日㈯から15日㈮まで、秋の全国火災予防運動が実施されます。火災が発生しやすい季節を
迎えることから、次のことに注意して火災を起こさないように心がけましょう。

催し

「消すまでは　心の警報　ONのまま」
秋の火災予防運動が実施されます

●火の用心　７つのポイント

①家のまわりに燃えやすい物を置かない
②寝たばこやたばこの投げ捨てはしない
③天ぷらを揚げるときは、その場を絶対に離れない
④風の強いときは、たき火をしない
⑤子どもには、マッチやライターで遊ばせない
⑥電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない
⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない
◆今年１月～９月末現在、上田市の火災件数は63件で、出火原因では、たき火などによるものが25件
と最も多くなっています。たき火などは、風の強い日を避け、必ず消火の準備をして、消防署に届け
てから行いましょう。

◆住宅用火災警報器は、消防法により設置が義務付けられています。まだ設置していないご家庭は早急
に設置してください。また、設置済のお宅でも、月に１度は点検ひもやボタンで作動試験を行ない、
警報音が鳴るか確認してください。
　上田地域広域連合消防本部予防課　TEL26・0029
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

幻想的で優美な古典雅楽
東儀秀樹コンサート

実行委員による手作りの成人式
平成26年上田市成人式を開催します

催し

期　日 　平成26年１月12日㈰※成人の日の前日
会場（対象学区）／時間　
地域 会　　場 中学校通学区域 時　　間

上田

上田市民会館 一中・二中・三中

午後１時30分
（受付１時～）

上田創造館 四中・六中
上野が丘公民館 五中
塩田公民館 塩田中

丸子 丸子文化会館 丸子中・丸子北中
午前11時
（受付10時30分～）真田 真田中央公民館 真田中・菅平中

武石 武石公民館 依田窪南部中

対　象 　平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの方
案内状の発送　市内に住民登録のある方、および転出先の住所が分かる方には、11月下旬に案内状を送付します。
　　　　　上田市出身で市外に住民登録している方も出席できます。出席を希望する場合は、出身地域の問い合わせ先まで

ご連絡ください。案内状をお送りします。
詳　細 　詳しくは、市ホームページ、市携帯サイトの成人式のページをご覧ください。
◇実行委員を募集しています
　成人式の企画・運営を行う成人式実行委員を引き続き募集しています。実行委員として成人式に関わり、
より思い出に残る成人式にしませんか。
　  生涯学習課　TEL23・6370　　  教育事務所　TEL42・3147
　　  教育事務所　TEL72・2655　　  教育事務所　TEL85・2030

募集

　平安絵巻さながらの幻想的で優美な古典雅楽の世界を紡ぎ出す、雅楽師
「東
とう

儀
ぎ

秀
ひで

樹
き

」のライブをぜひ間近でご堪能ください。
日　時 　平成26年３月９日㈰午後３時開演（開場２時30分）
場　所 　丸子文化会館
チケット 　一般3,000円、高校生以下2,000円
 ※全席指定。未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
販　売 　11月17日㈰午前10時以降、丸子文化会館、信州国際音楽村、

あさかわ、わかまつ、佐藤新聞店、琴光堂楽器店、平安堂（上
田店、上田しおだ野店）で販売

　丸子文化会館　TEL42・0001

上田市携帯サイト
平成26年上田市成人式

1313
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Information A La Carte

お
知
ら
せ

は
か
り
の
無
料
精
度
診
断

　

11
月
１
日
は
計
量
記
念
日
で
す
。
計
量

記
念
日
事
業
と
し
て
、
血
圧
計（
デ
ジ
タ

ル
式
を
除
く
）、
体
温
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
お
よ
び
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
無

料
精
度
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
取

引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器
に

つ
い
て
は
、
別
途
定
期
検
査
を
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

変
わ
り
ま
す

　

11
月
１
日
か
ら
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
が
、「
沈
降
７
価
肺
炎
球
菌
結
合
型

ワ
ク
チ
ン
」か
ら「
沈
降
13
価
肺
炎
球
菌
結

合
型
ワ
ク
チ
ン
」に
変
わ
り
ま
す
。
従
来

の
７
種
類
の
肺
炎
球
菌
の
成
分
に
新
た
に

６
種
類
が
追
加
さ
れ
、
13
種
類
に
な
っ
た

こ
と
で
、
従
来
よ
り
も
多
く
の
種
類
に
対

し
て
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
以
降
の
定
期
接
種
は
こ
の

「
沈
降
13
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
」

を
使
用
し
ま
す
。
両
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方

法
は
同
じ
で
す
の
で
、
残
り
の
接
種
回
数

を
、「
沈
降
13
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ

ン
」で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点

は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

統
計
調
査
の「
か
た
り
調
査
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

今
年
の
４
月
か
ら
10
月
ま
で
に
長
野
県

内
で
数
件
の「
か
た
り
調
査
」が
発
生
し
て

い
ま
す
。「
か
た
り
調
査
」と
は
、
国
の
統

計
調
査
を
よ
そ
お
い
、
世
帯
か
ら
個
人
情

報
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
、
聞
き
出
す
不
正

行
為
で
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
に
は
、
十

分
注
意
い
た
だ
き
、
一
切
答
え
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

統
計
調
査
を
か
た
る
不
審
な
訪
問
や
電

話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
情
報
課　

TEL
23
・
２
２
３
５

　
　

長
野
県
情
報
統
計
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
０
７
４

宝
く
じ
助
成
金
で

放
送
設
備
を
整
備

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
所
管
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
で
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」を
活
用
し
、
富
士
山
中
組
自
治

会
で
は
、
塩
田
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
に
放

送
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
設
備
を
災
害
時
や
自
治

会
イ
ベ
ン
ト
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て

活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
、
お
よ

び
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

宝
く
じ
助
成
金
で

防
災
用
備
品
を
整
備

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
所
管
の
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
活
用
し
、
五
加
自

治
会
で
は
、
災
害
時
の
救
出
救
護
や
避
難

所
運
営
に
必
要
な
備
品
整
備
を
目
的
に
、

投
光
器
や
発
電
機
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
備
品

庫
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
時
に
備
品
を
活
用
し
、

迅
速
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
訓
練
な
ど
を

実
施
し
な
が
ら
、
住
民
の
防
災
意
識
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　10月６日、総勢100人の木曽
義仲挙兵武者行列が上丸子商店
街を練り歩きました。
　４年ぶりに復活した行列に
は、地域の子どもたちや中国
から来日してお勤めの方のほ
か、全国から義仲ファンが集
まり、季節はずれの暑さに負け
ず、凛

り

々
り

しい姿を沿道の観客に
見せ、商店街は平安時代にタイ
ムスリップしたような勇壮で華
麗な雰囲気に包まれました。
　義仲・巴

ともえ

御
ご

前
ぜん

役は10月下旬に
結婚式を控えた伊

い

藤
とう

拓
たく

也
や

さんと
今
いま

井
い

智
とも

与
よ

さんのカップル。二人
は「こんなに多くの人から見ら
れたのは初めてでとても緊張し
ました」と大役を終え、ほっと
した様子で話していました。

木曽義仲挙兵武者行列が
　　　　　　　４年ぶりに出陣

日　　時 場　　所

11月25日㈪
9：30～11：30 市役所南庁舎５階第３会議室

13：30～15：30 丸子ふれあいステーション
３階会議室

11月26日㈫ 9：30～11：30 市役所南庁舎５階第３会議室
13：30～15：30 武石公民館第１会議室

11月27日㈬ 9：30～11：30 市役所南庁舎５階第３会議室
13：30～15：30 真田中央公民館第２会議室Ｂ

11月28日㈭ 9：30～12：00 市役所南庁舎５階第３会議室13：00～15：00 

11月29日㈮ 9：30～12：00 市役所南庁舎６階千曲の間13：00～15：00 
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

お
知
ら
せ

防
災
気
象
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

台
風
や
局
地
的
豪
雨（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）な

ど
に
よ
る
災
害
に
備
え
、
市
内
の
降
水
状

況
を
い
ち
早
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
市

独
自
で
設
置
し
た
雨
量
計
な
ど
の
観
測

デ
ー
タ
を
、
10
月
１
日
か
ら
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
掲
載
個
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
安
心
・

安
全
情
報
〉天
気
・
雨
量
計

●
内
容　

市
内
の
降
水
量
情
報
と
天
気
予

報
他

※
土
砂
災
害
・
河
川
水
位
情
報
へ
の
リ
ン

ク
も
あ
り
ま
す
。

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」で
す

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
さ
し
の

べ
た　

そ
の
手
が
こ
ど
も
の　

命
綱
」で

す
。
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
場
合

に
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
全
て

の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健
や
か

に
成
長
で
き
る
地
域
・
社
会
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
０
３
９

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

　
　

長
野
県
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
24
時
間

　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

TEL
０
２
６
３
・
９
１
・
２
４
１
０

11
月
は「
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
」で
す

　

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
と
若
者
が
健

や
か
に
成
長
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
活
躍
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
全
て

の
願
い
で
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会

が
連
携
し
、
子
ど
も
と
若
者
の
育
成
に
つ

い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
重
要
で
す
。「
あ
い
さ
つ
運
動
」な

ど
、で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
月
間
中
、
少
年
補
導
委
員
を
中
心

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

別
所
線
マ
イ
レ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

　

上
田
電
鉄
別
所
線
で
は
、
お
得
な
マ
イ

レ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト（
自
治
会
回
数
券
）を
販

売
し
て
い
ま
す
。
販
売
は
毎
年
春
と
秋
の

２
回
限
定
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●
販
売
期
間　

11
月
15
日
㈮
ま
で

●
販
売
場
所　

別
所
線
上
田
駅
・
下
之
郷

駅（
午
前
６
時
〜
午
後
11
時
30
分
）、
別

所
温
泉
駅（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）、

七
田
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
、
種
人

の
駅
、
長
野
大
学
生
活
協
同
組
合
、
滝

沢
商
店
、
セ
ー
ブ
オ
ン
上
田
別
所
温
泉

店
●
内
容　

１
冊
20
枚
つ
づ
り〔
上
田
市
街

地
循
環
バ
ス（
青
バ
ス
・
赤
バ
ス
）共
通

無
料
乗
車
券
２
枚
付
〕

●
割
引
率　

15
％
引
き（
通
常
の
回
数
券

は
９
・
１
％
引
き
）

●
有
効
期
間　

販
売
日
か
ら
平
成
26
年
９

月
30
日
ま
で

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
詳
細　

上
田
電
鉄
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

別
所
線
電
車
存
続
期
成
同
盟
会
事
務

局（

地
域
交
通
政
策
課
内
）

　
　

TEL
23
・
５
０
１
１

「
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
２
０
１
３
」が

完
成
し
ま
し
た

　

今
年
も
市
民
の
皆
様
の
た
く
さ
ん
の

情
報
提
供
の
お
か
げ
で「
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ

２
０
１
３
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
２
０
１
３
」は
、
市
内

小
中
学
校
、
ホ
タ
ル
関
係
団
体
、
情
報
提

供
者
に
優
先
的
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
に
も
配
布
で
き
ま
す
が
、
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
水
道
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ホ
タ
ル
の
発
生
情
報
の
み
を
掲
載
し
た

「
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ《
縮
小
版
》」は
、
丸
子
・

真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
下
水
道

担
当
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
課　

TEL
23
・
５
１
２
８

平
成
26
年
版

長
野
県
民
手
帳
販
売

　

長
野
県
民
手
帳
を
、
11
月
上
旬
か
ら
、

県
内
の
一
部
書
店
、
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
ー
の
一
部
店
舗
な
ど
で
、
販

売
し
ま
す
。

●
サ
イ
ズ　

13
・
８
㎝
×
７
・
８
㎝（
例
年

と
同
じ
で
す
）

●
販
売
価
格　

５
０
０
円（
税
込
）

　

長
野
県
統
計
協
会（
長
野
県
情
報
統

計
課
内
）

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
１
１
２
１

見　本見　本
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㈱
宮
下
組
が

知
事
表
彰
を
受
賞

　

市
で
は
、
消
防
団
員
の
確
保
と
地
域
防

災
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て『
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
制
度
』を
設
け
、
市
内
の

80
事
業
所
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
に
よ
る
認
定
事
業
所
に
は
、
団
員
を
一

定
数
雇
用
し
、
消
防
団
活
動
に
配
慮
す
る

な
ど
消
防
団
に
積
極
的
な
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
市
内
の
認
定

事
業
所
の
う
ち
県
の
表
彰
基
準
を
満
た
し

た
㈱
宮
下
組
が
、
日
頃
の
消
防
団
活
動
へ

の
取
組
を
評
価
さ
れ
、
知
事
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
消
防
団
員
が
活
動
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
常
時
消
防
団
活

動
に
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
募
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

消
防
総
務
課　

TEL
26
・
０
１
１
９

映
画「
小
さ
い
お
う
ち
」

鑑
賞
券
を
販
売
し
ま
す

　

日
本
映
画
界
の
巨
匠
・
山
田
洋
次
監
督

が
、
直
木
賞
受
賞
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

を
映
画
化
し
た
意
欲
作「
小
さ
い
お
う
ち
」

（
平
成
26
年
１
月
25
日
公
開
）の
映
画
鑑
賞

券
を
、
特
別
価
格
で
販
売
し
ま
す
。
東
京

郊
外
の〝
小
さ
い
お
う
ち
〞で
起
こ
っ
た
小

さ
な
恋
愛
事
件
の
真
実
を
、
昭
和
と
平
成

の
二
つ
の
時
代
を
通
し
て
描
き
出
す
本
作

品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
販
売
期
間　

11
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮
営

業
時
間
内

●
販
売
場
所　

上
田
市
観
光
会
館
２
階

●
販
売
価
格　

１
０
０
０
円
／
枚

●
上
映
劇
場　

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
上

田
、
ほ
か
全
国
３
０
０
会
場

●
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

chiisai-ouchi.jp/

　

信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（

観
光
課
内
）　

TEL
23
・
５
４
０
８

上
田
地
域
就
職
面
接
会

　

求
職
活
動
中
の
方
を
対
象
と
し
た
、
上

田
地
域
の
企
業
と
の
就
職
面
接
会
で
す
。

●
日
時　

11
月
25
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
持
ち
物　

履
歴
書（
雇
用
保
険
受
給
中

の
方
は
受
給
資
格
者
証
）

●
申
し
込
み　

不
要

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

　
　

TEL
23
・
８
６
０
９

長
野
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃
金
」が
、

10
月
19
日
か
ら
時
間
額
７
１
３
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
賃
金
の
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
最
低
賃
金
引

き
上
げ
に
向
け
た
中
小
企
業
へ
の
支
援
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ

い
。

　

上
田
労
働
基
準
監
督
署

　
　

TEL
22
・
０
３
３
８

司
法
書
士
に
よ
る

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

賃
金
未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
、

労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
方
々

か
ら
、
電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
・
20
日
の
水
曜
日
午

後
５
時
〜
８
時

●
料
金　

無
料

●
電
話
番
号　
０
１
２
０・４
４
８・７
８
８

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
７
４
２
・
７
４
９
２

催　

し

成
年
後
見
制
度
説
明
会

　

成
年
後
見
制
度
と
遺
言
書
、
相
続
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日（
土
・
祝
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

●
場
所　

中
央
公
民
館　

●
演
題
／
講
師　

成
年
後
見
制
度
と
相

続
・
遺
言
に
つ
い
て
／
佐さ

藤と
う

友と
も

則の
り

氏（
弁

護
士
・
東
信
り
ん
ど
う
法
律
事
務
所
）

●
定
員　

１
６
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

上
小
圏
域
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
27
・
２
０
９
１

土
地
家
屋
調
査
士
が
行
う

無
料
相
談
会

　

土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
土

地
建
物
に
関
す
る
登
記
な
ど
で
お
悩
み
の

方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈬
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ（
午
前
10

時
〜
午
後
３
時（
正
午
〜
午
後
１
時
を

除
く
）。

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

ス
ト
レ
ス
が
体
や
こ
こ
ろ
に
与
え
る
影

響
と
対
処
法
を
学
ぶ
と
共
に
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

お
知
ら
せ
／
催
し
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３
時
30
分（
受
付
１
時
15
分
〜
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

①
講
演
：
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る

こ
こ
ろ
の
病
気
と
対
処
／
萩は
ぎ

原わ
ら

直な
お

樹き

氏

（
臨
床
心
理
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）、

②
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
実
践
：
笑
い
ヨ

ガ
で
ス
ト
レ
ス
解
消
／
佐さ

藤と
う

志し

穂ほ

氏

（
笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
ま
た
は
バ
ス

タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

11
月
８
日
㈮
〜
15
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

上
小
山
び
こ
会
定
例
会
開
催

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
家
族
の
学
習

と
交
流
会
で
す
。
会
員
以
外
の
方
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
12
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー　

●
内
容　

統
合
失
調
症
の
い
ろ
は
〜
再
発

の
サ
イ
ン
〜

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

親
子
そ
ろ
っ
て
歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

●
日
時　

11
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ　

●
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
診
と

相
談
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
定
員　

40
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
11
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

乳
房
手
術
経
験
者
の
会

「
や
す
ら
ぎ
の
会
」

　

悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
、励
ま
し
合
い
、

健
康
で
明
る
く
過
ご
し
て
い
く
た
め
の
活

動
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
２
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時
頃

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

冬
に
向
け
て
冷
え
予
防
の
食
事

の
調
理
実
習
、
最
近
の
乳
房
再
建
事
情

に
つ
い
て

●
対
象　

乳
房
手
術
経
験
者

●
参
加
費　

無
料（
別
途
食
材
費
６
０
０

円
程
度
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
手
拭
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

介
護
者
の
会　

な
の
は
な

●
日
時　

11
月
13
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階

●
内
容　
「
足
も
み
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
体
の

疲
れ
を
取
り
ま
し
ょ
う
」、
介
護
者
同

士
の
交
流
会
、
個
別
介
護
相
談（
希
望

者
）

●
講
師　

佐さ

藤と
う

淑よ
し

江え

氏（
足
も
み
マ
ッ
サ

　

ー
ジ
指
導
員
）

●
対
象　

介
護
を
し
て
い
る
方
、
介
護
に

つ
い
て
学
び
た
い
方

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
足

用
ク
リ
ー
ム（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

●
申
し
込
み　

11
月
12
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

催
し

ようこそ市長室へようこそ市長室へ
10月に訪問された方の中から紹介します。

皆さんに、10月４日、市長表彰を授与しました。
　副部長の仁

に

科
しな

勇
はや

人
と

さんは、「様々な公演で、いろいろな支援をし
ていただきありがたかった」、櫻

さくら

井
い

静
しず

樺
か

さんは、「私たちが上級生
になった時に、また全国大会に行けるよう、リードしていきたい」
と、それぞれの思いを語りました。
　母袋市長からは、「堂々とした素晴らしい演技に感動を覚えた。
さらなる飛躍と新作の素晴らしい演技に期待したい」と、今後に
期待を寄せました。

　８月に長崎市で
開催された全国高
等学校総合文化祭
演劇部門・全国高
等学校演劇大会に
おいて、文化庁長
官賞（優秀賞）を受
賞した丸子修学館
高等学校演劇部の

丸子修学館高等学校演劇部が丸子修学館高等学校演劇部が
文化庁長官賞（優秀賞）を受賞文化庁長官賞（優秀賞）を受賞 行政チャンネル

二次元コード
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定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
方
、
定
年
退
職
を

間
近
に
控
え
た
方
を
対
象
に
、
年
金
の
申

請
や
健
康
保
険
の
切
換
、
雇
用
保
険
の
受

給
手
続
、
再
雇
用
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

横よ
こ

沢さ
わ

宏ひ
ろ

和か
ず

氏（
社
会
保
険
労
務

士
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
申
し
込
み　

11
月
14
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
６
０
２
４
）で

左
記
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

米
粉
料
理
教
室

　

地
元
産
の
米
粉
を
使
っ
て
、
簡
単
で
美お

味い

し
い
米
粉
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館

●
内
容　

カ
レ
ー
、
米
粉
の
ナ
ン
、
磯
部

れ
ん
こ
ん
、
揚
げ
出
し
豆
腐

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち

帰
り
用
容
器

●
申
し
込
み　

11
月
５
日
㈫
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

上
田
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式

　

信
州
上
田
灯あ
か

り
の
祭
典
点
灯
式
を
開
催

し
、
市
内
高
校
生
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に

駅
前
を
飾
り
ま
す
。
期
間
は
12
月
９
日
㈪

〜
平
成
26
年
２
月
28
日
㈮
の
予
定
で
す
。

●
日
時　

12
月
９
日
㈪
午
後
６
時

●
場
所　

上
田
駅
お
城
口
広
場
内
水
車
前

●
内
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
／「
あ
っ
ぷ

る
学
園
応
援
部
」ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
賞
の
授

与
式
、
点
灯
式

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

発
達
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
が
地
域
の
中
で

安
心
し
て
健
や
か
に
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
必
要
で

す
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題
／
講
師　
「
育
て
に
く
さ
、
育
ち

に
く
さ
を
も
つ
子
と
家
族
を
地
域
が
包

む
」／
渡わ
た

辺な
べ

久ひ
さ

子こ

氏（
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
小
児
科
学
教
室
非
常
勤
講
師
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
２
０
０
名

●
託
児　

10
名
程
度（
未
就
学
児
対
象
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

上
履
き

●
申
し
込
み　

11
月
５
日
㈫
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。
託
児
が
必
要
な
方
は
、
申

込
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
24
・
７
８
０
１

　
　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

野
沢
菜
収
穫
即
売
会
の
開
催

　

武
石
地
区
の
標
高
７
０
０
ｍ
の
畑
で
栽

培
し
た
野
沢
菜
を
収
穫
・
即
売
し
ま
す
。

先
着
で
豚
汁
の
振
舞
い
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日（
土
・
祝
）午
前
９
時

（
小
雨
決
行
）

●
場
所　

上
本
入
築
地
原
地
区
収
穫
体
験

農
園
ほ
か

●
料
金　

１
束
２
０
０
円（
約
４
㎏
）

●
持
ち
物　

包
丁

●
申
し
込
み　

不
要
。
当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

産
業
観
光
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

武
石　

新
そ
ば
祭
り

●
日
時　

11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

武
石
で
今
年
採
れ
た
そ
ば
粉
を

　

使
い
、
地
元
名
人
の
手
打
ち
そ
ば
を

楽
し
み
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
つ
き
た
て
の
お
餅
の
販
売
も
あ
り

ま
す
。

●
料
金　

も
り
そ
ば
・
か
け
そ
ば
１
食
各

５
０
０
円

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
86
・
２
０
０
３

第
31
回

上
小
地
域
健
康
の
つ
ど
い

　

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
14
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演
会
、
意
見
交
換

●
演
題
／
講
師　
「
な
ぜ
長
野
県
は
長
寿

社
会
に
な
っ
た
の
か
」／
小
林
文ふ
み

宗む
ね

氏

（
長
野
県
健
康
づ
く
り
事
業
団
長
野
健

康
セ
ン
タ
ー
所
長
、元
上
田
保
健
所
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
小
地
域
包
括
医
療
協
議
会
事
務
局

（
上
田
市
医
師
会
内
）

　
　

TEL
22
・
０
６
５
５

催
し
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第
53
回

上
田
市
短
詩
型
文
学
祭

　

７
〜
８
月
に
募
集
し
た
短
詩
型
文
学
作

品
の
表
彰
式
と
部
門
別
研
究
会
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
応
募
作
品
を
収

め
た
作
品
集
を
、
当
日
配
布
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
会
議
室
ほ
か

●
内
容　

①
一
般
の
部
、
児
童
・
生
徒
の

　

部（
小
・
中
学
生
）、
各
部
門（
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
、
現
代
詩
）の
表
彰
式
、

②
選
者
を
囲
ん
で
の
部
門
別
研
究
会

●
参
加
費　

無
料

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

あ
す
な
ろ
の
会
上
田

（
上
小
地
域
自
死
遺
族
交
流
会
）

　

家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
交
流

会
で
す
。
同
じ
よ
う
な
体
験
を
さ
れ
た
仲

間
の
中
で
、思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
で
話
し
た
こ
と
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
話
を
聞
く
だ
け

の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
日
時　

11
月
12
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
受
付
１
時
〜
）

●
場
所　

市
内（
詳
細
は
申
込
者
に
案
内

し
ま
す
）

●
対
象　

家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

●
参
加
費　

１
０
０
円
程
度（
お
茶
代
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

秋
季
企
画
展

「
写
真
で
み
る
昔
の
丸
子
」

　

丸
子
地
域
の
か
つ
て
の
姿
を
古
写
真
を

通
し
て
み
て
み
ま
す
。

●
期
間　

11
月
６
日
㈬
〜
12
月
６
日
㈮

（
月
曜
日
は
休
館
）

●
開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

丸
子
郷
土
博
物
館

●
入
館
料　

高
校
生
以
上
１
０
０
円
、
中

学
生
以
下
は
無
料

　

丸
子
郷
土
博
物
館　

　
　

TEL
42
・
２
１
５
８

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

上
小
支
部
活
動
発
表
会

●
期
日　

11
月
21
日
㈭

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

●
内
容
／
時
間　

①
ス
テ
ー
ジ
発
表
／
午

前
９
時
20
分
〜
正
午
、
②
作
品
展
示
／

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
、
③
講
演

会
／
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
演
題
／
講
師　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
と
音

楽
」
〜
あ
な
た
と
と
も
に
歩
ん
だ
、
あ

ん
な
歌
や
こ
ん
な
歌
〜
／
片か

た

山や
ま

幸さ
ち

子こ

氏

（
音
楽
療
法
士
、
看
護
師
、
認
知
症
ケ

ア
専
門
士
）

●
参
加
費　

無
料

　

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
上
小
支
部

事
務
局（
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
福

祉
課
内
）　

TEL
25
・
７
１
２
４

上
田
市
消
防
団
音
楽
隊　

第
８
回
定
期
演
奏
会

　

演
奏
に
の
せ
て
防
火
の
心
と
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
10
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
開
場
１
時
30
分
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館

●
曲
目　
「
は
と
ポ
ッ
ポ
の
世
界
旅
行
！
」、

「
千
本
桜
」、「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
グ
ラ

フ
ィ
テ
ィ
ⅩⅧ
ア
ニ
メ
・
ヒ
ー
ロ
ー
大
集

合
」ほ
か

●
入
場
料　

無
料

　

上
田
市
消
防
団
事
務
局

　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

第
27
回

丸
子
地
域
消
費
生
活
展

　
「
守
ろ
う　

豊
か
な
自
然
」〜
見
な
お
そ

う　

私
た
ち
の
暮
ら
し
〜
を
テ
ー
マ
に
、

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
参
加
団
体

や
、
地
域
の
小
中
学
生
や
高
校
生
の
学
校

で
の
活
動
を
展
示
発
表
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
９
日
㈯
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容　

参
加
団
体
に
よ
る
活
動
発
表
や

バ
ザ
ー

●
持
ち
物　

エ
コ
バ
ッ
ク（
記
念
品
持
ち

帰
り
用
。
数
量
限
定
）

　

丸
子
地
域
消
費
生
活
展
実
行
委
員
会

事
務
局（

市
民
生
活
課
内
）

　
　

TEL
42
・
１
２
１
６

前
進
座「
赤
ひ
げ
」

上
田
特
別
公
演

　

山
本
周
五
郎
原
作
、
東
日
本
・
栄
村
大

震
災
・
原
発
事
故
被
災
地
復
興
支
援
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
１
日
㈰
午
後
２
時（
開
場

１
時
30
分
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館

●
入
場
料　

前
売
券
５
０
０
０
円
、
当
日

券
５
５
０
０
円（
全
席
自
由
）

　

※
中
高
生
は
半
額

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

左
記
お
よ
び
、
琴
光

堂
楽
器
店
、
平
安
堂（
上
田
店
、
上
田

し
お
だ
野
店
）、
平
林
堂
書
店

　

東
信
医
療
生
活
協
同
組
合

　
　

TEL
28
・
１
０
８
５

第
17
回
上
小「
い
い
歯
の
日
」

フ
ェ
ス
タ
の
開
催

●
日
時　

11
月
17
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
０
時
30
分
〜
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

８
０
２
０
達
成
者（
80
歳
で
歯

が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
方
）の
表
彰
、

講
演
会「
摂
食
嚥え
ん

下げ

障
害
と
歯
科
の
役

割
」／
宮み

や

本も
と

良り
ょ
う

氏（
宮
本
歯
科
医
院
院

長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
田
小
県
歯
科
医
師
会

　
　

TEL
22
・
２
１
６
０

催
し
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信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
83
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

11
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
転
倒
予
防
と
そ
の
対
策
に
つ

い
て
〜
貯
筋
の
す
す
め
〜
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

●
そ
の
他　

当
日
は
、
軽
い
運
動
を
行
い

ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

第
５
回「
上
田
・
生
と
死
を

考
え
る
会
」公
開
講
座

　

が
ん
に
な
っ
た
時
の
人
生
設
計
の
考
え

方
、
病
気
や
死
と
上じ
ょ
う

手ず

に
折
り
合
い
を
つ

け
る
と
い
う
新
た
な
知
恵
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

11
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
演
題
／
講
師　
「
が
ん
に
な
っ
て
も
、

あ
わ
て
な
い
」／
平ひ
ら

方か
た

眞ま
こ
と

氏（
愛
和
病
院

副
院
長
・
緩
和
ケ
ア
医
師
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
田
・
生
と
死
を
考
え
る
会
事
務
局

　
　

長
野
大
学
小
高
研
究
室

　
　

TEL
０
９
０
・
５
７
５
７
・
０
５
１
３

城
南
地
区
文
化
祭

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

信
州
国
際
音
楽
村
マ
ン
ド
リ
ン
・
サ
ー

ク
ル「
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
」の
み
な
さ
ん
に
よ

る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

●
日
時　

11
月
10
日
㈰
午
後
３
時
開
演

（
開
場
２
時
30
分
）

●
場
所　

城
南
公
民
館

●
曲
目　
「
カ
ノ
ン（
パ
ッ
フ
ェ
ル
ベ
ル

作
曲
）」、「
あ
の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な

た
」他

●
参
加
費　

無
料

　

城
南
公
民
館　

TEL
27
・
７
６
１
８

第
62
回

長
野
県
縦
断
駅
伝
競
走

　

地
元
、
上
田
東
御
小
県
チ
ー
ム
が
出
場

す
る
長
野
県
縦
断
駅
伝
競
走
が
２
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
沿
道
で
の
温
か

い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日　

11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　

※
市
内
の
通
過
は
16
日
㈯

●
場
所
／
予
定
時
間　

①
秋
和
中
継
所

（
上
田
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
前
）／
午
前

10
時
30
分
〜
50
分
頃
、
②
上
田
中
継
所

（
市
役
所
前
）／
午
前
10
時
45
分
〜
55
分

頃
、
③
丸
子
中
継
所（
三
反
田
公
民
館

前
）／
午
前
11
時
25
分
〜
40
分
頃
※
市

内
中
継
所
の
み

　
（
一
財
）上
田
市
体
育
協
会

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

シ
リ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

●
日
時　

11
月
26
日
㈫
午
後
７
時
〜
８
時

30
分（
受
付
６
時
〜
）

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館

●
内
容　

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
で「
上

田
東
御
小
県
チ
ー
ム
」を
優
勝
に
導
い

た
自
身
の
経
験
や
就
任
し
て
か
ら
の
取

組
な
ど
駅
伝
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
の

講
演
会

●
講
師　

ビ
ル
・
レ
ッ
テ
ィ
氏（
上
田
陸

上
競
技
協
会
駅
伝
部
前
監
督
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　
（
一
財
）上
田
市
体
育
協
会

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

笑
い
ヨ
ガ
で

げ
ん
き
ア
ッ
プ
！

●
日
時　

11
月
26
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

丸
子
総
合
体
育
館

●
対
象　

成
人
男
女

●
参
加
費　

５
０
０
円（
会
員
は
無
料
）

●
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、タ
オ
ル
、

着
替
え（
必
要
な
方
）

●
申
し
込
み　

不
要
。
当
日
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局　

TEL
71
・
５
３
９
２

親
子
ふ
れ
あ
い　

た
の
し
く

あ
そ
ぼ
う
運
動
教
室

●
日
時　

11
月
17
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分（
受
付
10
時
）

●
場
所　

神
川
小
学
校
体
育
館

●
内
容　

遊
具
や
身
近
な
用
具
を
使
用
し

て
の
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
対
象　

３
〜
６
歳
の
未
就
学
児
と
保
護

者
●
参
加
費　

１
組
３
０
０
円

●
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き
・

水
分
補
給
用
飲
料

●
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・

　

５
３
２
０
）で
、
左
記
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

障
が
い
者
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
、
シ
ン
ク
ロ

ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
す
。
見
学
者
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

12
月
22
日
㈰
午
前
10
時
00
分
〜

午
後
０
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

●
対
象　

東
信
地
域
在
住
で
身
体
に
障
が

い
を
お
持
ち
の
方

●
参
加
費　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者

５
０
０
円（
別
途
入
館
料
）、
見
学
者
は

入
館
料
が
必
要

●
定
員　

50
名

●
申
し
込
み　

申
込
用
紙（
ふ
れ
あ
い
さ

催
し



21 Information A La Carte21

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

催
し

な
だ
館
に
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
可
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
11
月
７
日
㈭
〜

30
日
㈯
に
、
左
記
へ
。

　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

三
代
目
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ

野
村
未
奈　

ミ
ニ
ラ
イ
ブ

●
日
時　

11
月
９
日
㈯
午
後
５
時
開
演
予

定
●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料（
別
途
入
館
料
）

●
申
し
込
み　

不
要

　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

英
語
で
学
ぼ
う
！
太
陽
系

（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）

　

太
陽
系
の
ク
ラ
フ
ト
と
、
歌
を
覚
え
て

秋
の
空
を
眺
め
よ
う
。

●
日
時　

11
月
23
日（
土
・
祝
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
内
容　

太
陽
系
を
，
惑
星
と
準
惑
星
の

名
前
や
位
置
、
太
陽
か
ら
の
距
離
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
も
合
わ
せ
て
英
語
で
楽

し
く
学
び
ま
す
！

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

８
０
０
円（
ク
ラ
フ
ト
材
料

費
・
Ｃ
Ｄ
代
）

●
申
し
込
み　

11
月
８
日
㈮
〜
15
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

地
域
で
英
語
！
と
も
だ
ち
英
語
の
会

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
３
・
１
３
５
０

　
　
（
午
後
５
時
〜
宮
島
）

　
　

TEL
０
８
０
・
６
９
３
５
・
７
７
１
７

　
　
（
大
森
）

秋
和
地
区　

す
て
き
発
見
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

北
国
街
道
に
面
す
る
秋
和
の
ま
ち
並
み

を
め
ぐ
り
、「
す
て
き
」な
景
観
を
選
定
す

る
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
頃

●
場
所　

信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
旧

秋
和
店
駐
車
場
集
合

●
定
員　

先
着
25
名

●
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
代
、
資
料

代
）

●
申
し
込
み　

11
月
６
日
㈬
〜
15
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
の
す
て
き
会
連
絡
事
務
局

　
　
（
山
内
）TEL
22
・
５
９
８
４

長
野
県
美
術
教
育
研
究
会

上
小
大
会
講
演
会

●
日
時　

11
月
８
日
㈮
午
後
２
時
10
分
〜

４
時
15
分

●
場
所　

サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル（
東
御
市
）

●
演
題
／
講
師　
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

美
術

－

子
ど
も
と
社
会
を
つ
な
ぐ
も
の

－

」／
三み

澤さ
わ

一か
ず

実み

氏（
武
蔵
野
美
術
大
学

教
授
）

●
参
加
費　

無
料

　

塩
川
小
学
校（
青
木
）

　
　

TEL
35
・
０
０
７
０

お
か
げ
さ
ま
で
第
16
回　

室
賀
ふ
れ
あ
い
新
そ
ば
祭

●
日
時　

11
月
９
日
㈯
、
式
典
／
午
前
９

時
30
分
〜
、
販
売
／
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
、
そ
ば

処
さ
さ
ら
亭
、
農
産
物
直
売
所

●
内
容　

室
賀
地
区
産
の
新
そ
ば（
も
り

そ
ば
・
か
け
そ
ば
の
み
）の
特
別
価
格

で
の
提
供
、
秋
野
菜
の
大
特
売
、
模
擬

店
で
の
焼
き
鳥
、
ト
ッ
カ
ン
、
そ
ば
す

い
と
ん
、
乾
物
な
ど
の
販
売
と
バ
ザ
ー

の
開
催
、
豊
年
太
鼓
の
演
奏
、
室
賀
保

育
園
児
の
遊
戯
、
消
防
団
の
ラ
ッ
パ
吹

奏
な
ど

　

室
賀
活
性
化
組
合（
信
州
う
え
だ
農

業
協
同
組
合
室
賀
店
内
）

　
　

TEL
31
・
２
０
０
９

あ
そ
ん
で
学
ぼ
う
! !

上
田
の
歴
史

　

第
１
回
上
田
・
城
下
町
お
も
し
ろ
寺
子

屋
生
涯
学
習
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
上
田

地
域
を
担
う
郷
土
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
櫓
門
前

　

※
雨
天
時
は
市
民
会
館
入
口

●
内
容　

紙
芝
居
で
真
田
を
知
ろ
う
、
昔

の
遊
び
を
体
験
し
よ
う
〜
メ
ン
コ
遊
び

で
Ｇ
Ｅ
Ｔ
だ
ぜ
〜
、
昔
の
お
菓
子
を
食

べ
よ
う（
水
あ
め
、
エ
ビ
煎
餅
な
ど
）、

お
も
て
な
し
武
将
隊
と
遊
ぼ
う（
一
緒

に
遊
ん
で
記
念
撮
影
！
）

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

先
着
60
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

上
田
・
城
下
町
活
性
会（
上
田
商
工

会
議
所
内
）　

TEL
22
・
４
５
０
０

東
北
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

す
ぎ
も
と
ま
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト

　

東
北
復
興
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト

販
売
に
よ
る
売
上
金
は
全
額
東
北
復
興
支

援
に
役
立
て
ま
す
。

●
日
時　

11
月
28
日
㈭
午
後
６
時
〜（
開

場
５
時
30
分
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館

●
出
演
者　

す
ぎ
も
と
ま
さ
と
氏（
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

●
入
場
料　

一
般
販
売
／
Ｓ
席
５
０
０
０

円
、
Ａ
席
４
５
０
０
円
、
会
員
割
引
あ

り
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
。

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

平
安
堂
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
他
、
ル
ー
ト
イ
ン
ホ
テ
ル
ズ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内

　

東
北
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ル
ー
ト

イ
ン
グ
ル
ー
プ
内
）

　
　

TEL
25
・
０
０
２
０
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講
座
・
教
室

手
作
り
ろ
う
そ
く
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
手
作
り
の
ろ
う
そ
く
を

灯と
も

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

●
日
時　

①
12
月
１
日
㈰
、
②
12
月
15
日

㈰
の
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

①
信
濃
国
分
寺
資
料
館
、
②
武

石
と
も
し
び
博
物
館

●
定
員　

各
先
着
20
名

●
参
加
費　

２
０
０
円

●
申
し
込
み　

①
②
と
も
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

第
８
回
子
ど
も
文
化
講
座

み
ん
な
で
つ
く
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

●
日
時　

12
月
１
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時（
開
場
１
時
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

シ
ョ
ー
ダ
ン
ス
を
楽
し
く
体
験

し
ま
し
ょ
う
。
ス
タ
ジ
オ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
が
先
生

で
す
。
１
つ
の
曲
の
振
り
付
け
を
完
成

さ
せ
、最
後
に
は
み
ん
な
で
踊
り
ま
す
。

大
人
の
方
も
歓
迎
で
す
。

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

上
田
市
文
化
少
年
団
事
務
局（

文

化
振
興
課
内
）　

TEL
23
・
６
３
６
１

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾

子
ど
も
向
け
冬
季
講
座

●
受
講
料　

無
料（
講
座
に
よ
っ
て
材
料

費
が
か
か
り
ま
す
）

●
申
し
込
み　

11
月
18
日
㈪
以
降
、
は
が

き
で（
〒
３
８
６

－

０
０
１
７　

踏
入

２
－

１
－

15
池
野
第
二
ビ
ル
２
階
）、

第
１
・
第
２
希
望
講
座
名
、住
所
、氏
名
、

学
年
、
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
左
記
へ
。

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

●
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
各
公
民
館
設
置

の
冬
季
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
生
涯
楽
習
上

田
自
由
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾　

　
　

TEL
22
・
６
８
４
０

小
学
生
初
中
級
者

ス
キ
ー
教
室

　

ス
キ
ー
技
術
の
習
得
と
、
新
し
い
友
だ

ち
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
教
室
で
す
。

●
期
日　

平
成
26
年
１
月
５
日
㈰
・
６
日

㈪（
１
泊
２
日
）

●
場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

●
対
象　

集
団
生
活
が
で
き
、
一
人
で
も

参
加
で
き
る
市
内
小
学
５
・
６
年
生
の

男
女

●
定
員　

先
着
90
名

●
講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導

者（
上
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

●
参
加
費　

９
０
０
０
円（
交
通
費
、
宿

泊
費
、
リ
フ
ト
代
、
保
険
料
な
ど
）

●
申
し
込
み　

11
月
18
日
㈪
〜
12
月
２
日

㈪
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参

加
費
を
添
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、

日　　　　時 場　　所 内　　容 定　　員

11月30日㈯ 10：00～12：30 塩 田 公 民 館 コロッケ作り 中学生以下25名（小学３年生以下は
要保護者同伴）

12月１日㈰

9：45～12：00 上 田 図 書 館 羊毛フェルト作り 小学生以上の親子12組
9：30～11：30 上野が丘公民館 脳トレクイズ 小学４年生以上20名
9：30～12：30 城 南 公 民 館 パン作り 小学生以上の親子各12組13：30～16：30

12月７日㈯ 9：30～12：00 中 央 公 民 館 リース作り 20名（小学２年生以下は要保護者同伴）
10：00～12：00 上 田 図 書 館 ジャバラアルバム作り 小学生以上の親子12組

12月14日㈯
9：30～12：30 上野が丘公民館 パン作り 小学生以上の親子各12組13：30～16：30
9：30～13：00 城 南 公 民 館 パン＆料理作り 年長児以上親子12組

12月21日㈯ 9：30～12：30 城 南 公 民 館 ケーキ作り 小学１年生以上の親子８組

講
座
・
教
室
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte
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お
よ
び
、
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・

武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

小
学
生
高
学
年

１
日
ス
キ
ー
教
室

　

第
３
日
曜
日
の
小
学
生
リ
フ
ト
代
無
料

の
日
に
、
ス
キ
ー
技
術
向
上
の
た
め
の
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

●
場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

●
対
象　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

先
着
60
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
講
習
料
、
保

険
料
、
昼
食
代
含
む
、
ス
キ
ー
レ
ン
タ

ル
の
場
合
は
別
途
１
５
０
０
円
必
要
）

●
申
し
込
み　

11
月
18
日
㈪
〜
12
月
13
日

㈮
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
左
記
、

お
よ
び
、
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・

武
石
各
教
育
事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

●
日
時　

11
月
21
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題
／
講
師　
「
回
復
と
働
く
こ
と
〜

リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
と
い
う
こ
と

〜
」／
宗む
ね

利と
し

勝か
つ

之ゆ
き

氏（
東
御
障
が
い
者

相
談
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
相
談
支
援
専
門

員
）

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

取
り
分
け
離
乳
食
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

お
母
さ
ん
の
食
事
の
見
直
し
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
離
乳
食
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

①
11
月
21
日
㈭
、
②
11
月
22
日

㈮
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
０
時
30
分

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
話「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
食
に
つ
い
て
」、

実
習「
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
を
作

り
、
親
子
で
試
食
す
る
」

●
対
象　

離
乳
食
が
３
回
食
に
な
っ
た
頃

の
赤
ち
ゃ
ん（
９
〜
11
か
月
児
）と
母
親

●
定
員　

親
子
各
先
着
10
組（
託
児
有
り
）

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
持
ち
物　

赤
ち
ゃ
ん
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
家
庭
で
使

用
し
て
い
る
ご
飯
茶
碗（
母
用
）、
子
ど

も
用
ス
プ
ー
ン
、
お
ん
ぶ
ひ
も
、
お
も

ち
ゃ
、
水
分
補
給
用
の
お
茶
ま
た
は
白

湯
●
申
し
込
み　

11
月
５
日
㈫
〜
13
日
㈬

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

だ
れ
で
も
楽
し
め
る

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

●
日
時　

11
月
17
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

真
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

５
０
０
円（
会
員
３
０
０
円
）

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ
ス
タ
オ
ル
で
も
可
）

●
申
し
込
み　

11
月
７
日
㈭
午
前
10
時
以

降
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ　

TEL
72
・
２
６
５
７

マ
マ
シ
ェ
イ
プ
エ
ア
ロ
教
室

参
加
者
募
集

●
日
時　

11
月
13
日
、
12
月
11
日
の
水
曜

日
、
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

下
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
体

操
、
マ
マ
向
け
ダ
ン
ス
と
筋
ト
レ

●
対
象　

子
育
て
中
の
女
性（
乳
幼
児
連

れ
可
。
託
児
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
親
子
１
組
）

●
持
ち
物　

上
履
き
、水
分
補
給
用
飲
物
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
貸
出

用
あ
り
）

●
申
し
込
み　

不
要

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

講
座
・
教
室
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た
の
し
い
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

●
日
時　

11
月
22
日
〜
平
成
26
年
３
月
14

日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
15
分
〜

11
時（
全
15
回
。
年
末
年
始
は
休
み
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
講
師　

宮み
や

本も
と

恵め
ぐ

美み

氏（
Ａ
Ｅ
Ａ
認
定
指

導
者
）

●
参
加
費　

15
回
３
０
０
０
円（
会
員

１
５
０
０
円
）、
別
途
さ
な
だ
館
入
館

料
１
回
５
０
０
円

●
持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
な
ど

●
申
し
込
み　

11
月
７
日
㈭
午
前
10
時
以

降
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

TEL
72
・
２
６
５
７

高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
者
募
集

●
期
間　

平
成
26
年
１
月
〜
12
月
の
月
曜

日
〜
水
曜
日
の
う
ち
の
週
１
回（
午
前

ま
た
は
午
後
）

●
場
所　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
初
心
者（
当
教
室
で
以
前
受
講
し

た
方
、
他
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
で
受

講
中
の
方
は
除
く
）。

●
定
員　

先
着
50
名
程
度

●
参
加
費　

１
か
月
１
２
０
０
円（
別
途

資
料
、
テ
キ
ス
ト
代
必
要
）

●
申
し
込
み　

11
月
11
㈪
以
降
、
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
所
定
の
申
込
用

紙
で
、
左
記
へ
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

募　

集

上
田
市
霊
園
・
上
田
市
上
野

霊
園
の
利
用
者
募
集

◇
上
田
市
霊
園

●
所
在
地　

諏
訪
形
１
７
５
６
番
地

●
募
集
区
画　

１
種
２
区
画（
６
㎡
）、
２

種
１
区
画（
４･

86
㎡
）

●
管
理
料　

１
４
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

16
万
８
０
０
０
円

◇
上
田
市
上
野
霊
園

●
所
在
地　

上
野
８
７
４
番
地
２

●
募
集
区
画　

通
常
区
画
２
区
画（
６･

55

㎡
）

●
管
理
料　

２
５
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

68
万
円

◇
共
通
事
項

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①
遺
骨
を
自
宅

に
安
置
し
て
い
る
方（
死
体
埋
火
葬
許

可
証
の
写
し
が
必
要
）、
②
遺
骨
を
親

せ
き
な
ど
の
墓
地
に
仮
埋
葬
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
遺
骨
を
寺
社
な
ど
に
預
け

て
い
る
方（
寺
社
ま
た
は
墓
地
管
理
者

の
証
明
が
必
要
）。

●
申
し
込
み　

11
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮

に
、
窓
口
に
あ
る
指
定
の
申
込
用
紙
で

生
活
環
境
課
へ
。申
込
多
数
時
は
抽
選
。

詳
細
は
申
込
者
へ
連
絡
し
ま
す
。
上
田

市
霊
園
と
上
田
市
上
野
霊
園
の
重
複
申

し
込
み
は
不
可
。

●
そ
の
他　

上
野
霊
園
の
壁
面
墓
地
は
、

区
画
が
空
い
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

子
ど
も
ゆ
め
基
金

平
成
26
年
度
助
成
活
動
募
集

　
「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」は
、
未
来
を
担
う

夢
を
持
っ
た
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
進
め

る
た
め
、
民
間
団
体
が
実
施
す
る
自
然
の

中
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
科
学
実
験
教
室
な
ど

の
体
験
活
動
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
な

ど
の
読
書
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
子
ど
も
ゆ
め
基
金
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り　

12
月
５
日
㈭（
当
日
消
印

有
効
）

　
（
独
）子
ど
も
ゆ
め
基
金
部
助
成
課

　
　

TEL
０
１
２
０
・
５
７
９
・
０
８
１

　
　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分
）

平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
予
定

上
田
市
職
員
を
募
集

　

市
立
保
育
園
・
幼
稚
園
に
勤
務
し
、
給

食
調
理
業
務
に
従
事
す
る
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
試
験
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

講
座
・
教
室
／
募
集
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お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

　

和
田
峠
や

大
門
峠
を

下
っ
て
丸
子

地
域
に
さ
し

か
か
る
途
中

に
、
依
田
川

の
景
勝
地

「
飛と
び

魚う
お

」が
あ

り
ま
す
。
こ

の
右
岸
は
断

崖
が
迫
り
、

中
で
も
ひ
と

き
わ
大
き
な

洞ど
う

窟く
つ

が
西
に
向
か
っ
て
ぽ
っ
か
り
口
を
広
げ
て
い
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
41
年
か
ら
43
年
ま
で
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
き
わ
め
て
希ま
れ

な
古
墳
時
代
の
葬そ
う

所じ
ょ

跡あ
と

で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
洞
窟
内
は
、
川
原
石
を
４
段

に
わ
た
っ
て
築
き
、
石
で
敷
か
れ
た
平
ら
な
部
分
に
遺
体

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
遺
体
を
埋
め
な
い
葬
法
は
、

曝ば
く

葬そ
う

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
や
東
南
ア
ジ
ア
に
よ
く

秘
め
ら
れ
た
洞
窟
遺
跡

「
鳥と

羽ば

山や
ま

洞ど
う

窟く
つ

」（
国
指
定
史
跡
）

似
た
崖が
い

葬そ
う

と
い
う
葬
法
が
あ
り
ま
す
が
、
た
い
へ
ん
珍
し

い
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
骨
や
副
葬
品
も
出
土
し
ま
し
た
。

出
土
遺
物
の
種
類
は
、
土は

師じ

器き

、
須す

恵え

器き

、
鉄
器
、
鹿
角

製
品
、
石
製
品
、
鉄
製
馬
具
と
き
わ
め
て
豊
富
で
す
。
こ

れ
ら
の
出
土
遺
物
は
現
在
、
丸
子
郷
土
博
物
館
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
豪
華
な
品
々
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
の
時

代
の
こ
の
地
域
に
た
い
へ
ん
な
財
力
を
も
ち
、
古
墳
を
築

か
な
い
で
独
自
の
葬
法
を
行
っ
て
い
た
集
団
が
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
曝
葬
と
い
う
葬
制
に
こ
だ
わ
っ
た
有
力

な
集
団
が
何
か
の
理
由

で
移
動
し
て
来
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
詳

し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。こ
の
ほ
か
、

古
墳
時
代
以
外
に
も
縄

文
時
代
の
人
が
住
ん
だ

跡
な
ど
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

琴
こと

柱
じ

形石製品・石
いし

釧
くしろ

・銅釧

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

●
受
験
申
込　

12
月
１
日
㈰
〜
４
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
市
役
所（
募

集
要
項
記
載
の
受
験
申
込
会
場
）へ
受

験
者
本
人
が
必
要
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。
日
曜
日
も
受
け

付
け
ま
す
。

●
必
要
書
類　

受
験
申
込
書
、
履
歴
書
、

80
円
切
手
を
貼
付
し
た
長
型
３
号
封
筒

（
受
験
者
の
住
所
・
宛
名
を
記
入
）

●
第
一
次
試
験　

12
月
15
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
（
受
付
８
時
〜
）

●
そ
の
他　

受
験
申
込
書
・
履
歴
書
は

市
役
所
人
材
開
発
課
、
お
よ
び
本
庁
舎

１
階
総
合
案
内
、
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
に
備
え
た
も
の
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も

の
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
高

等
学
校
在
学
者
の
履
歴
書
は
、
全
国
高

等
学
校
統
一
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

人
材
開
発
課　

TEL
23
・
５
３
３
２

鳥羽山洞窟
※たいへん危険ですので、近寄らないでください。
　また、私有地には所有者の断りなく入らないよう
　お願いします。



山本鼎記念館
TEL22・2693

親子版画年賀状教室（全３回）
　山本鼎が日本で初めて考案した「創作版画」を、年賀状づ
くりを通して体験する教室です。ドライポイントを中心に
した版画年賀状をつくってみましょう。
日　時 　11月24日㈰・30日㈯、12月１日㈰9：00～15：00 
内　容 　ドライポイント（銅版画の技法。ニードルで塩

ビ板に描く）を中心にした版画年賀状づくりを
体験します。

講　師 　若
わか

林
ばやし

文
ふみ

夫
お

氏（信州版画協会審査委員長、山本鼎
記念館版画教室講師）

対　象 　小中学生とその保護者
　　　　　（小学３年生以上は子どもだけでの参加可）
定　員 　先着20名（親子優先）
参加費 　子ども300円（材料費）、保護者600円（材料費と

受講料）※初日に徴収
持ち物 　カッターナイフ、はさみ、のり、年賀状、筆記

用具（鉛筆含む）、綿の古布、古新聞、昼食、水
分補給用飲料

申し込み 　11月８日㈮～15日㈮に、電話で。
その他  でき上がった版画年賀状は、平成26年１月４

日㈯～13日（月・祝）に開催する「親子版画年賀
状教室作品展」に出品します。

丸子図書館
TEL42・2414

丸子図書館「おはなし会」
　「ひまわり人形劇サークル」の皆さんによる、人形劇「こ
ぶとりじいさん」を予定しています。
日　時 　11月16日㈯10：30～
参加費 　無料
申し込み 　不要

真田図書館
TEL72・8080

真田図書館「おはなし広場」
　図書館サポーター「ミミールの会」の皆さんによる紙芝居
をお楽しみください。
日　時 　11月16日㈯10：30～11：00
対　象 　幼児から小学校低学年
参加費 　無料
申し込み 　不要

信州国際音楽村
TEL42・3436　URL http：//www.ongakumura.jp/

KODAMA金曜サロン
　今月は「The music of the Night」と題して、二期会会員
のソプラノとピアノによる、ドラマチックなステージをお
楽しみください。コンサート前には、喫茶もお楽しみ頂け
ます。また、今回は果物販売もあります。
日　時 　11月22日㈮18：30～20：30
　　　　　（開場18：30、開演19：30）
出　演 　ソプラノ／鵜

うの

木
き

絵
え

里
り

氏
 ピアニスト／多

た

田
だ

聡
さと

子
こ

氏
参加費 　1,500円（ドリンク・お菓子付き）
チケット 　信州国際音楽村、平安堂（上田店・上田しおだ野

店）、丸子文化会館ほかで販売

池波正太郎真田太平記館
TEL28・7100

喫茶・文化講座「クリスマスガーランド」
　アーティフィシャルフラワー（造
花）を使って、クリスマス用の飾り
を作ってみませんか。
日　時 　11月25日㈪
 13：00～15：30 
講　師 　内

うち

田
だ

和
かず

美
み

氏
　　　　　（ヨーロピアンフラワー

デザイン講師）
定　員 　先着20名
参加費 　2,800円
　　　　　（材料費、お茶代含む）
持ち物 　はさみ
申し込み 　11月19日㈫までに、電話で。

喫茶・文化講座「お正月アレンジメント」
　黒の器にプリザーブドフ
ラワーの真っ赤なバラ。和洋
どちらにも、インテリアとし
ても飾れます。
日　時 　12月９日㈪
 13：00～15：30
講　師 　内田和美氏（ヨーロピアンフラワーデザイン講師）
定　員 　先着20名
参加費 　2,800円（材料費、お茶代含む）
持ち物 　はさみ
申し込み 　12月３日㈫までに、電話で。
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施設イベント

起業応援セミナー
　上田情報ライブラリー開館10周年記念講座。起業する
ために必要な準備は何かをレクチャーとワークショップに
より学びます。
日　時 　12月７日㈯10：00～17：00
講　師 　末

すえ

広
ひろ

繁
しげ

和
かず

氏（中小企業診断士）
対　象 　起業を目指す人、新しく仕事に取り組みたい人

など
定　員 　先着16名
参加費 　無料
申し込み 　11月10日㈰以降、電話で

マルチメディア情報センター
TEL39・1000　URL http：//www.umic.jp/

クリスマスボックスを作ろう
　ペーパークラフトでギフトボックスを作り、12月14日
㈯・15日㈰のクリスマスイベントの時にプレゼントが入っ
たボックスをもらおう。
日　時 　11月30日㈯、12月１日㈰10：00～16：00
対　象 　中学生以下のお子さん（未就園児は除く）
参加費 　無料
申し込み 　不要

Illustrator超入門－クリスマスカードを作ろう－
日　時 　12月１日㈰13：30～16：30
対　象 　Illustratorを使いたい方で文字入力ができる方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
参加費 　1,500円
申し込み 　11月10日㈰～30日㈯に、電話で。

パソコンで年賀状をつくろう
日　時 　12月１日㈰・２日㈪9：30～12：00
 ※どちらか１日
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
参加費 　2,000円（年賀状作成ソフト代含む）
申し込み 　11月10日㈰～30日㈯に、電話で。

Word初心者講座２日間コース[Word2013使用]

日　時 　12月５日㈭・12日㈭13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
参加費 　2,500円（別途テキスト代1,260円）
申し込み 　11月14日㈭～12月３日㈫に、電話で。

上田情報ライブラリー
TEL29・0210

特別整理のため休館します
　図書や資料の整理、蔵書の点検などの特別作業のため
休館します。ご理解とご協力をお願いします。
休館期間 　11月12日㈫～15日㈮
本の返却 　休館中は返却ポスト、または他のエコール参

加図書館（上田図書館、上田創造館分室、丸
子図書館、真田図書館、武石公民館図書室、
東御市・坂城町・青木村・長和町の各図書館）を
ご利用ください。

パソコン教室「ネット＆カフェ inライブラリー」
　レベルに合わせて個別に指導いたします。休憩時間には
ゆっくりお茶を。ご自分のノートパソコンの持ち込みもで
きます。
日　時 　11月25日㈪13：30～15：45
　※以降は毎月第４月曜日（12月のみ第３月曜日）に開催
定　員 　先着20名
　　　　　（定員に達した場合は、次回を案内します）
参加費 　各月1,000円（お茶代を含む。別途教材費1,000

円［初回のみ］）
申し込み 　各月１日以降、電話で。

米津福祐の絵手紙教室
　年賀状に使える干支の絵手紙教室を開催します。
日　時 　11月30日㈯10：15～12：00
講　師 　米

よね

津
づ

福
ふく

祐
すけ

氏（社団法人二紀会委員審査員）
定　員 　先着20名
参加費 　1,000円
持ち物 　絵の具用具一式、筆洗い用の容器（缶またはビ

ン）、ハガキ
申し込み 　11月10日㈰以降、電話で。

Edoワールドへようこそ！城下町上田見聞録
　江戸時代の城下町上田のありさまを絵図や道中記によっ
て明らかにしていきます。
日　時 　12月４日㈬13：30～15：00
演　題 　城下町上田をゆく－横町の巻－
講　師 　尾

お

崎
ざき

行
ゆき

也
や

氏（上田社会教育大学講師）
定　員 　先着30名（応募多数時は、12月11日㈬に再度開催）
参加費 　無料
申し込み 　11月10日㈰以降、電話で。

上田情報ライブラリーの続き
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＜広告欄＞

　

武
石
風
土
つ
な
ぎ
隊
は
、「
繋つ

な

が
ろ
う
！
支
え
合
お
う
！
武
石
を
元

気
に
し
よ
う
！
」と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た
年
齢
も
職
業
も
様
々
な

８
人
か
ら
始
ま
り
、
現
在
11
人
の
メ
ン
バ
ー
が
地
域
の
カ
フ
ェ
や
民

家
な
ど
に
集
ま
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
４
月
29
日

に
武
石
公
園
で「
武
石
花
祭
り
」を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
約
３
０
０
人

が
参
加
し
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
協
力
し
て
生
キ
ャ

ラ
メ
ル
作
り
、ふ
る
ま
い
鍋
、物
産
展
、宝
探
し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

花
祭
り
は
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
行
事
で
し
た
が
、
30
年
以
上
途

絶
え
て
い
ま
し
た
。
代
表
の
依
田
享
敏
さ
ん
は「
子
ど
も
の
頃
楽
し

か
っ
た
行
事
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
こ
と
を
し
た
い
」と
、
来
年
度
へ
の
構
想
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
花
祭
り
の
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
使
用
し
た
武
石
花

マ
ッ
プ
は
、
余よ

里り

の
花
桃
や
武
石
公
園
の
つ
つ
じ
な
ど
を
盛
り
込
み

ま
し
た
が
、他
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
花
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
い
つ
つ
地
域
を
繋
ぐ
た
め
、

い
ず
れ
は
武
石
全

域
の
花
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
花

見
客
の「
座
れ

る
場
所
が
ほ

し
い
」と
の
要

望
か
ら
、
メ

ン
バ
ー
の
一

人
が
描
い
た
何
点
も
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
組
み
合
わ
せ
て
ベ
ン
チ
の
制

作
に
取
り
組
み
、
作
業
に
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
大
勢
参
加
し
ま

し
た
。
小
林
み
ぎ
わ
さ
ん
は「
隊
員
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
力
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。
ベ
ン

チ
は
、花
の
咲
く
時
期
に
花
の
名
所
に
運
ば
れ
て
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、

武
石
夏
祭
り
や
上
田
祇
園
祭
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
、
来
場
者
の
憩い
こ

い

の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

柳
沢
裕
子
さ
ん
は「
武
石
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
見
慣
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
人
や
地
域
と
つ
な
が
り
つ
つ
、

魅
力
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

人
を
つ
な
い
で
地
域
を
元
気
に

武石風土つなぎ隊

〈事業の紹介〉
武石風土つなぎ隊は、わがまち魅力アッ
プ応援事業の採択を受け、平成25年度
から「武石花祭り」繋がろう、支え合おう
元気プロジェクト事業に取り組んでいま
す。今年度は、地域の方々と協力、連携
しながら武石地域の魅力をアピールした
イベント「武石花祭り」を開催しました。
活動の中で制作したベンチは希望者に貸
し出していますが、今後さらに脚数を増
やす予定です。
来年度以降は、武石公園内大宮諏訪神社
の舞台を復活して、踊りや太鼓の発表や
映画上映会などを開催し、今年度作成し
た武石花マップの地域を拡大する予定で
す。
活動は「武石風土つなぎ隊」のブログでも
ご覧いただけます。

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

依よ

田だ

享た
か

敏は
る

さ
ん
、
柳や
な
ぎ

沢さ
わ

裕ゆ
う

子こ

さ
ん
、
小こ

林ば
や
し

み
ぎ
わ
さ
ん
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＜広告欄＞

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）または㈲ダンディ信濃（トミー企画 TEL23･1706）へ。

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
掲載希望の方は広報情報課（TEL71・8080）までご連絡ください。

　
「
ヒ
ト
ノ
ユ
メ
in
長
野
」は
、
高た

か

橋は
し

久く

美み

子こ

さ
ん
の
詩

と
、
上
田
市
出
身
の
私
、
白
井
ゆ
み
枝
の
絵
画
作
品
の
展

覧
会
で
す
。
ヒ
ト
ノ
ユ
メ
は
２
０
０
９
年
に
結
成
さ
れ
、

２
０
１
０
年
の
東
京
展
、
２
０
１
１
年
の
徳
島
展
、
愛
媛

展
に
続
き
、
今
年
、
私
の
故
郷
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
毎
回
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
展
示
を
目
指
し
、
若

手
建
築
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
空
間
で
魅み

せ
る
展
示
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
蚕
都
上
田
の
誇
る
繭ま

ゆ

蔵ぐ
ら「

笠
原
工

業
旧
常
田
館
製
糸
場
施
設
」は
、
そ
の
建
物
の
ス
ケ
ー
ル

と
堂
々
た
る
佇た
た
ず

ま
い
に
魅
了
さ
れ
、
下
見
に
訪
れ
た
時
か

ら
こ
こ
で
の
展
示
は
必
ず
面
白
い
も
の
に
な
る
と
、
作
品

制
作
へ
の
豊
か
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
く
れ

る
場
で
し
た
。
蚕
の
紡
ぐ
絹
糸
に
よ
り
、
か
つ
て
ユ
メ
を

み
た
こ
の
街
。
そ
の
象
徴
と
し
て
今
も
残
る
繭
蔵
に
作
品

が
巣
く
う
こ
と
で
、
新
た
な
ユ
メ
を
生
み
出
そ
う
！
こ
れ

が
今
回
の
展
示
の
一
つ
の
目
標
で
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち

の
展
覧
会
は
本
当
に
大
勢
の
方
の
力
を
借
り
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
９
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
設
営
に
は
、
総
勢

40
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
県
内
外
か
ら
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
過
去
に
私
た
ち
の
展
示
を
見
て
参
加
を

決
め
た
方
か
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
方
、
地

域
の
活
動
に
参
加
し
た
い
と
い
う
方
、
本
当
に
様
々
な
方

が
集
ま
っ
て
、
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
約
20
日
間
に

及
ぶ
設
営
で
一
丸
と
な
っ
て
展
示
を
つ
く
り
上
げ
ま
し

た
。
主
に
は
、
文
化
財
の
建
造
物
に
は
一
切
手
を
加
え
ず

に
絵
や
詩
を
飾
る
た
め
の
壁
面
を
つ

く
る
作
業
で
す
。
使
用
し
た
の
は
笠

原
工
業
が
現
在
製
造
し
て
い
る「
発

砲
ス
チ
ロ
ー
ル
」。
決
ま
っ
た
サ
イ

ズ
を
ひ
た
す
ら
積
み
上
げ
て
出
来
た

空
間
は
、
と
て
も
新
鮮
な
印
象
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
つ

の
モ
ノ
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
喜
び

が
会
場
を
包
み
、
私
た
ち
の
作
品
は

街
の
人
の
力
や
、
歴
史
に
支
え
ら
れ

「
ヒ
ト
ノ
ユ
メ
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
に

込
め
た
願
い
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
へ

と
成
長
し
ま
し
た
。

　

二
人
の
ユ
メ
か
ら
始
ま
っ
た
展
示

は
、
大
勢
の
協
力
者
と
来
場
者
の

方
々
に
見
守
ら
れ
て
ま
も
な
く
終
わ

り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ト
ノ
ユ
メ
in
長
野
」開
催〔
11
月
４
日（
月
・
祝
）ま
で
〕

記
事
投
稿
／
白し

ら

井い

ゆ
み
枝え

さ
ん（
ヒ
ト
ノ
ユ
メ
主
催
）
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四ツ葉ス
ケッチ

　10月２日、第36回真田地域長寿会体
育祭が真田運動公園で行われ、200名を
超える会員がさわやかな汗を流しまし
た。
　無理をせず、楽しみながら会員同士の
親睦が深められるように、ボールリレー
や風船割りリレーなど４種目を行いまし
た。
　風船割りリレーでは、二人が向き合っ
てお腹に風船を挟んで割り、次のペアに
バトンタッチ。６個の風船をどこの自治
会が早く割ることができるか競いまし
た。すぐに割れる風船もあれば、なかな
か割れない風船もあり、風船の向きを替
えてお腹に挟むなど、それぞれのペアで
工夫し合っていました。
　最後は参加者全員が輪になってフォー
クダンスを楽しみ、笑顔と笑い声が絶え
ない楽しい体育祭になりました。
　久しぶりに参加したという高

たか

寺
てら

静
しず

枝
え

さ
ん（中原）は「体を動かして良い汗をかき、
気持ちが良かった」と話していました。

体
を
動
か
し
て
い
つ
ま
で
も
元
気
に

真
田
地
域
長
寿
会
体
育
祭

　

９
月
28
日
、
武
石
体
育
館
で

「
武
石
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
ミ
ニ

バ
レ
ー
チ
ー
ム
と
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
チ
ー
ム
の
約
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
た
け
し
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
市
の
わ
が
ま
ち
魅

力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
補
助
を

受
け
、
プ
ロ
の
選
手
を
講
師
に
招

き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
く
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年

か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
、
元
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
セ
ッ
タ
ー
で
ロ
ン
ド
ン
五

輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
竹た
け

下し
た

佳よ
し

江え

さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、五
輪
出
場
の
体
験
談
な
ど
を
聞
い
た
後
、

ボ
ー
ル
を
受
け
る
と
き
の
姿
勢
や
サ
ー
ブ
の
打

ち
方
な
ど
基
礎
的
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
マ

マ
さ
ん
チ
ー
ム
は
、
基
礎
的
な
指
導
の
他
に
、

実
際
に
竹
下
選
手
に
ト
ス
を
上
げ
て
も
ら
い
ス

パ
イ
ク
を
打
つ
練
習
な
ど
、
実
技
指
導
も
受
け

ま
し
た
。

　

教
室
に
参
加
し
た
ミ
ニ
バ
レ
ー
チ
ー
ム
キ
ャ

プ
テ
ン
の
山
岸
夏か

菜な

さ
ん（
武
石
小
６
年
）は
、

「
基
本
的
な
事
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
い
勉
強

に
な
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

五輪選手の指導でレベルアップ！
武石バレーボール教室
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　10月５日、鹿教湯温泉交流センターで、全国各地の木
き

曽
そ

義
よし

仲
なか

に関わ
る歴史を地域活性化に役立てようと取り組む団体が集まり、４年ぶりの
挙兵武者行列事業のプレイベントとして、信州丸子義仲祭り実行委員会
主催のシンポジウムが開催されました。
　義仲研究者で漫画家の上田市出身の西川かおりさんが司会進行し、県
内外の義仲を研究する団体がそれぞれの活動報告をしました。義仲を追
いかける理由や、義仲の平家討伐に従軍し、最後まで戦った女性武者の
巴
ともえ

御
ご

前
ぜん

に関する新たな真実の発掘など、義仲の歴史の真実、真の姿を明
らかに、評価を確立させたいと発表がありました。
　今後の課題として、義仲・巴を地域活性化に活

い

かすために、地域で学
ぶ機会を設け、義仲に関わる研究者が地域の子どもたちに語り継いでい
くことの大切さを話し合いました。富山県「木曽軍源義仲全国友の会」の
得
とく

能
のう

康
やす

生
お

さんからは、「北陸新幹線が走るルートはまさに義仲が“我こそ
は木曽”と京都へ上った道。全国的に義仲が注目されるよう盛り上げて
いきたい」と話していました。

　

10
月
６
日
、
秋
晴
れ
の
中
、

第
27
回
上
田
古
戦
場
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
県
内

外
か
ら
約
２
７
０
０
人
が
参

加
し
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公

認
コ
ー
ス
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
、
10
㎞
、
５
㎞
、
３
㎞
、
健

康
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
体
力
や
目
標
に
合

わ
せ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の

千ち

葉ば

真ま
さ

子こ

さ
ん（
マ
ラ
ソ
ン
ラ

ン
ナ
ー
／
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
）は
、「
ス
タ
ー
ト
は

焦
ら
ず
に
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
て
」と
参
加
者
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
り
、
10
㎞
コ
ー
ス
を
一
緒
に
走
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、姉
妹
都
市
の
和
歌
山
県
九
度
山
町
か
ら
も
８
人
が
参
加
し
、

ま
た
、
各
部
門
１
位
の
選
手
に
は
、
同
町
田
口
教
育
長
か
ら
特
産
品
の

柿
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
子
ハ
ー
フ
40
歳
未
満
の
部
で
優
勝
し
た
小こ

山や
ま

祐ゆ
う

太た

さ
ん（
東
御
市
）

は
、「
地
元
で
の
優
勝

を
目
標
に
し
て
い
た

の
で
、
達
成
で
き
て
よ

か
っ
た
」。
小
学
生
女

子
３
㎞
２
年
生
の
部

で
優
勝
し
た
牧ま
き

内う
ち

大ひ
ろ

華か

さ
ん（
丸
子
北
小
）

は
、「
走
っ
て
い
る
時

は
１
位
に
な
れ
る
か

心
配
だ
っ
た
。
ラ
イ

バ
ル
に
勝
ち
た
か
っ

た
」と
ほ
っ
と
し
た
表

情
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

第27回上田古戦場ハーフマラソン開催

秋晴れのもと、楽しくさわやかに

「
義
仲
・
巴
を
語
る
広
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

全
国
か
ら
義
仲
と
巴
の
フ
ァ
ン
が
集
結
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　71・8080　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

上田市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、右の二次元コードをご利用いただく
か、次のアドレスに空メールをお送くりくだ
さい。mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL71・8080

登録用
二次元コード

人口：161,229人 男：78,791人 女：82,438人 世帯数：65,548世帯
　　　（3,361人） 　　（1,554人） 　　（1,807人）

人の動き（平成25年10月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　10月１日に「運賃低減バス」が始まってから１か月が経過しました。皆さん、バスに乗ってみましたか？
　今回は、「上田駅」のバス乗り場などを紹介します。

～「上田駅」のバス乗り場を紹介します～

　  地域交通政策課　TEL23・5011シリーズ

Vol.7

●上田駅のバス乗り場は、ほぼバス会社別になっています
上田駅のバス乗り場は
１番／千曲バス……佐久上田線、鹿教湯線、青木線、室賀線、祢津線、
　　　　　　　　　県道川西線、武石線、高速バス
２番／上田バス……真田線（渋沢線）、傍陽線、豊殿線、
　　　　　　　　　信州上田医療センター線、塩田線、アリオ上田線
３番／JRバス関東…長久保線、上田バス……菅平線
４番／オレンジバス･上田市街地循環バス　の順になっています。
（駅から遠い順に、１番・２番・３番・４番となっています）

●「バス路線図・時刻表」を活用しましょう
　どの路線のバスに乗ればよいか分からない場合は、４番乗り場の隣にある「バス路線図・時刻表」（図の★印）で乗り場
を確認しましょう。行き先によっては、複数の路線が利用可能の場合もあり、乗り場を行ったり来たりせず、一度に乗
り場と時刻を確認できます。さらに、新幹線、しなの鉄道、別所線の時刻も確認できるので、この案内板の利用はお勧
めです。夜間も見やすいバックライト式ですのでぜひご利用下さい。

●～「出発式」が行なわれました～
　10月１日、上田駅お城口で「上田市運賃低減バス　
出発式」が行われました。
　当日は、市長や議長、バス事業者などの関係者によ
るテープカットの後、午前８時15分発　西菅平行き
のバスが大勢の拍手と太鼓の演奏に見送られて出発し
ました。

●夏休みキッズパスの実施結果をお知らせします
　７月24日㈬から８月21日㈬までの29日間、市内の小学生以下のお子さん
を対象に実施した「キッズパス」の実績がまとまりましたのでお知らせしま
す。大勢のご利用ありがとうございました。今後もバス路線をはじめ、公共
交通の積極的なご利用をお願いします。

バス会社 25年実績
上田バス　　（11路線） 1,360人
千曲バス　　（10路線） 667人
東信観光バス（２路線） 111人
ＪＲバス関東（１路線） 26人

合　　計 2,164人

［お詫びと訂正］ 広報うえだ10月16日号表紙、「乗って残そう！乗ってか活
い

かそう！バス路線」のＱ＆Ａ中に誤りがありました。
お詫びし訂正いたします。

　　　　　　　　（誤）「100円未満切り上げ」　→　（正）「10円未満切り上げ」
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